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はじめに

このたびは、富士プログラマブルコントローラMICREX-Fシリーズをお買い上げいただきましてまことにありが
とうございます。
お届けされた商品がご要求のものかどうかご確認ください。万一商品にワレ、キズ、その他の欠損がございま
したら、お買い求めの営業所までご連絡ください。

このユーザーズマニュアルはMICREX-Fシリーズのパソコンローダ（Windows版）について解説したものです。
正しくお使いいただくために、このユーザーズマニュアルをよくお読みください。
また、マニュアルで説明のない部分については、［ヘルプ］を参照してください。作業内容に応じた説明が表示
されます。

例）「ONディレイタイマ」で［ヘルプ］を押すと  ……

なお、MICREX-Fシリーズに関する主なユーザーズマニュアルは、このマニュアル以外に下記マニュアルを用
意しています。用途にあわせてお読みくださるようお願いいたします。

称名 号番ルアュニマ 容内載記

55F ＞編ドーハ＜ズーリシ 051HF 55F 説解ていつにドーハのズーリシ

S07/07F ＞編ドーハ＜ズーリシ 360HF S07/07F 説解ていつにドーハのズーリシ

S051/S041/S021F ＞編ドーハ＜ズーリシ 480HF S051/S041/S021F 説解ていつにドーハのズーリシ

F-XERCIM ＞編令命＜ズーリシ 061HF F-XERCIM 説解ていつにトフソのズーリシ全

F-XERCIM ＞編信通＜ズーリシ 161HF F-XERCIM のズーリシ T 、クンリ P 説解ていつにクンリ

ご 注 意�

（１） 本書の内容の一部または全部を無断で転載、複製することは禁止されております。�
（２） 本書の内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがありますのでご了承ください。�
（３） 本書の内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きのことがありました 
 ら、お手数ですが巻末記載の弊社営業所までご連絡ください。その際、表紙記載のマニュアル番号も合せ 
 てご連絡くださるようお願いいたします。�
（4） ローダソフトは、機能改良等のためバージョンアップされることがあります。マニュアルでは説明が記載さ
　　れない場合もありますので、詳細はローダソフトのヘルプで「はじめに」の中の変更履歴で確認してくださ 
　　い。�

＊Microsoft およびWindowsは、米国マイクロソフト社の登録商標もしくは商標です。

ONディレイタイマの説明が表示されます。



はじめに

特に注意していただきたいこと

PLCの機種と対応できるソフトのバージョンは以下のとおりです。
表に記載されていない機種には対応していません。

種機 ンョジーバ

130.00.1 ～ 620.01.1 ～ XXX.X2.1 ～

03F x ○ ○

05F 、 H05F x ○ ○

55F ンョジーバ体本（ 9990 ）１注　）前以 x ○ ○

55F ンョジーバ体本（ 1001 ）降以 ○ ○ ○

06F x ○ ○

07F 、 S07F ○ ○ ○

08F 、 18F x x ○

H08F x ○ ○

001F 、 501F x x ○

021F 、 521F x x ○

H021F x ○ ○

S021F 、 S041F 、 S051F ○ ○ ○

注１）パソコンローダでは“F80H”として扱っています。

従来、プログラマブルコントローラを“PC”と表記してきましたが、JIS規格の変更に伴い、“PLC”と表記する
ことになりました。説明文章は極力“PLC”と表記していますが、ローダ画面によっては、“PC”の表記が残っ
ている場合があります。あらかじめご了承ください。



安全上のご注意

製品をご使用前に、「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくご使用ください。
また、ユーザーズマニュアルと共に、この「安全上のご注意」が最終使用保守責任者のお手元に届くようご配
慮ください。

：取り扱いを誤った場合に、中程度の障害や軽傷を受ける可能性あるいは物的損傷が発生する可能
性があります。

なお、 注意� に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

いずれも重要な内容を記載しておりますので、必ず守ってください。

● 開梱時に、損傷、変形のあるものは使用しないでください。故障、誤動作のおそれがあります。�
● 製品を落下、転倒などで衝撃を与えないでください。製品の破損、故障のおそれがあります。�
● 直射日光が当たる場所や高温・多湿の場所に放置しないでください。故障、誤動作のおそれがあります。�
● コネクタ部に埃などがたまらないようにしてください。故障、誤動作のおそれがあります。�
● 通信ケーブルのコネクタは確実に装着し、ロックしてください。誤動作のおそれがあります。�
● 通信ケーブル、電源ケーブルを抜く場合は、コード部分を持って抜かないでください。故障、誤動作、破 
 損のおそれがあります。�
● 運転中のプログラム変更、強制出力、起動、停止などの操作は十分安全を確認して行ってください。操作 
 ミスによって機械の破損や事故のおそれがあります。�
● ローダ動作中（ハードディスク、フロッピーディスクなどのアクセス中、PLCとの通信中）に電源を切らな 
 いでください。データの消失、製品の故障、機械の破損、事故のおそれがあります。�
● ソフトのバージョンアップはマニュアルの説明にしたがって行ってください。故障、誤動作のおそれがありま 
 す。�
● マニュアルに記載のソフト動作環境で使用してください。故障、誤動作のおそれがあります。�
● CD-ROMの記憶面に指紋、汚れ、傷、埃、水滴がつかないようにご使用ください。故障、誤動作のおそ 
 れがあります。付着した汚れ、埃などは柔らかい乾いた布か、市販のCDクリーナーで軽く拭き取ってくだ 
 さい。ベンジン、シンナー、静電防止剤、LPクリーナーは使用しないでください。�
● CD-ROMに文字の書き込みや粘着性のあるシールの貼り付けを行わないでください。誤動作、故障のお 
 それがあります。�
● CD-ROMや通信ケーブルは正しい方向に差し込んでください。誤動作、故障のおそれがあります。�
● ローダ操作は落下などの無いように安定した状態行ってください。事故のおそれがあります。�
● 本CD-ROMを一般オーディオ用CDプレーヤーでは絶対に再生しないでください。大音量により耳に障害 
 を被ったり、スピーカーを破損するおそれがあります。�
● ディスクチェックを定期的に行ってください。フロッピーディスク、ハードディスク、CD-ROMが破損した状 
 態での使用は、作成データ、システムの故障、誤動作のおそれがあります。�
● 本製品を破棄する場合は、産業廃棄物として取り扱ってください。�
�

注意�

�

注意�



改定履歴

３

※マニュアル番号は、このマニュアルの表紙の右下に記載しております。

印刷日付 ※マニュアル番号 主な改定内容

1999年3月 FH147 初版印刷（製品Version1.00.XXX ～）

2000年1月 FH147a 第2版印刷（製品Version1.10.XXX ～）
　・F30、F50、F50H、F60、F80H、F120H サポート
　・データ保存、転送機能追加
　・印刷機能強化（データ印刷、クロスリファレンス付きラダー印刷等）
　・RAS情報のテキスト保存機能追加
　・2重化操作機能サポート
　・ローダネットワーク機能サポート（P、PEリンクのみ）
　・サンプリングトレース、ステータスラッチ機能サポート
　・タグ名の重複使用許可モード追加

2000年12月 FH147b 第3版印刷（製品Version1.2X.XXX ～）
　・Windows ME、2000、NT4.0（SP6以降）対応
　・F80等の廃型機種サポート
　・編集機能強化
　 （ブランク行挿入、回路結合・分離、ラダー図上タグ変更等）
　・ブロック図サポート
　・トリガ機能サポート
　・データ表示機能強化（D25P形式表示）
　・命令検索機能追加
　・タグの複数行表示・印刷機能追加
　・RASの前世代表示・保存機能追加

2001年6月 FH147c 第4版（CD用PDFマニュアル化）（製品バージョン1.3.0.XXX ～）

2004年4月 FH147d 第5版（製品バージョン1.3.1.XXX ～）
　・Windows XP対応
　・プログラマブルコントローラの表記をPC→PLCに変更



改定履歴

３

改定履歴の詳細は、ヘルプの目次から［はじめに］－［変更履歴］で確認してください。
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MICREX-F PLC Programmerは、MICREX-Fシリーズ用のWindows版プログラム開発ツールです。このソフト
ウェアは、オフライン・オンラインでのプログラム編集機能、印刷機能などを持っています。

１－１　このマニュアルの使用方法
このマニュアルは、特によく使用される基本操作についての説明を記載しています。このマニュアルに記載さ
れていない項目や、詳細な内容についてはヘルプを参照してください。また、ヘルプには使用方法などに関す
る最新情報も入っていますので、活用することをおすすめします。
また、ウィンドウズの基本操作（画面の最大化・最小化、スクロールバーの使用など）については説明してい
ません。ウィンドウズの基本操作については、ウィンドウズのマニュアルを参照してください。

１－１－１　このマニュアルの構成
第１章では、このソフトウェアの概要紹介・必要環境・インストール・PLCとの接続に必要な機器について記
載しています。
第２章では、オフラインでのプログラム作成・編集・保存方法などについて記載しています。
第３章では、PLCと直接接続してオンラインでプログラムやデータのモニタ・編集方法などについて記載して
います。
また、付録では、DOS版ローダで作成したデータとの互換性などの補足的な情報について記載しています。

１－１－２　このマニュアルで使用する用語・記号
このマニュアルでは、次の用語・記号を使用します。

マウス操作について
クリック .......................................マウスの右または左ボタンを1回押して、すぐに離す操作です。
ダブルクリック ...........................クリックを連続してすばやく2回繰り返す操作です。
ドラッグ .......................................マウスの左ボタンを押したままでマウスカーソルを移動する操作です。

キーボード操作について
キーボード操作では、一例をとって説明します。基本的には、ウィンドウズの基本操作と同じです。

<SHIFT>キー..............................「SHIFT」と書かれたキーボードを指します。
<SHIFT>＋<C> ......................... <SHIFT>キーを押しながら<C>キーを押す操作です。
［ﾌｧｲﾙ(F)］－［新規作成(N)］....画面上部の項目で「ﾌｧｲﾙ(F)」と表示された項目を選択して、次に現われた

リストから「新規作成(N)」と表示された項目を選択する操作です。

本文の記述について
・ 列挙に使われます。
◆実際に行う操作に使われます。
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１－２　動作環境
このソフトウェアをインストールおよび動作させるには下記環境が必要です。

・以下の日本語版OSがインストールされたパソコン
（Microsoft Windows 3.1では動作しません。）
・ Microsoft Windows 95
・ Microsoft Windows 98
・ Microsoft Windows ME
・ Microsoft Windows NT4.0（Service Pack 6 以降）
・ Microsoft Windows 2000
・ Microsoft Windows XP

・32MB以上のRAM。
・ハードディスクに10MB以上の空き容量。
・マウスまたはトラックボールのような、ポインティングデバイス
・800×600ドット以上の表示ができるディスプレイ
・CDドライブ1基。

注） 従来のMS-DOS版パソコンローダ（PC98版）やLITEローダで保存したプログラムは1MB（1.2MBま
たは1.25MBと表現することもある）フォーマットのフロッピーに保存されています。これらのデータ
を読むには、パソコン側のフロッピードライブが1MBフォーマットにも対応している必要があります。
フロッピードライブが1MBフォーマットに対応しているかどうかについては、使用しているパソコン
のメーカにお問い合わせください。
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１－３　パソコンローダのシステム構成
パーソナルコンピュータ上にソフトウェアをインストールすることで、MICREX-FシリーズPLCのプログラミ
ングツールとして使用できます。

�

ローダアダプタ�
�
　FLT-ASFK

インストール�
プリンタ接続�
ケーブル�

パソコンローダソフトウェア�
（形式：NL4N-WNSB）�

CD

プリンタ（市販品）�

RS-232C

MICREX-F

パーソナルコンピュータ�

汎用インタ�
フェース�
カプセル�
FFK120A-C10

� � �

RUN

 CAUTION �
SHORT AC100V�
OPEN AC200V

INPUT�
AC85̃132V�       OR�
AC170̃264V��

LG

FG

D1
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D1
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D1
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16
D1

0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D0
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D0
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D0
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D0
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16

MICREX-F�PROGRAMMABLE�
CONTROLLER

POWER

F70S

RUN�
ALM1�
ALM2�
BAT

RS-232Cリバースタイプケーブル�
　　　　　　　　　　（市販品）�
�

ROMライタ（市販品）�

専用ケーブル：FLC012A�
（変換器に付属）�

Tリンクケーブル�
�
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［PLCとの接続ケーブルについて］
パソコン～ローダアダプタ（または汎用インタフェースカプセル）間は、下記接続仕様ケーブルを使用し
てください。
ローダアダプタ（または汎用インタフェースカプセル）本体のコネクタはD-sub 25ピン（メス）が装備
されています。
また、ROMライタとの接続にはPROMライタとの接続ケーブル仕様を参照してください。

（ケーブル接続）
（１）D-sub 25ピン・D-sub 25ピン

D-sub 25ピン（オス）�
＜パソコン＞�

D-sub 25ピン（オス）�
＜ローダアダプタ＞�

SD�
RD�
RTS�
CTS�
DSR�
SG�
DTR�
FG�
�

②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑳�
①�

②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑳�
①�

D-sub 25ピン（オス）�
＜パソコン＞�

D-sub 25ピン（オス）�
＜ローダアダプタ＞�

②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑳�
①�

②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑳�
①�

または�

（２）ハーフピッチ14ピン・D-sub 25ピン

ハーフピッチ14ピン（オス）�
＜パソコン＞�

D-sub 25ピン（オス）�
＜ローダアダプタ＞�

SD�
RD�
RTS�
CTS�
DSR�
SG�
DTR�
�

⑨�
①�
⑩�
④�
②�
⑫～⑭�
⑪�

②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑳�
�

（３）D-sub 9ピン・D-sub 25ピン

D-sub 9ピン（メス）�
＜パソコン＞�

D-sub 25ピン（オス）�
＜ローダアダプタ＞�

SD�
RD�
RTS�
CTS�
DSR�
SG�
DTR�
�

D-sub 9ピン（メス）�
＜パソコン＞�

D-sub 25ピン（オス）�
＜ローダアダプタ＞�

または�

③�
②�
⑦�
⑧�
⑥�
⑤�
④�

②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑳�
�

③�
②�
⑦�
⑧�
⑥�
⑤�
④�

②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑳�
�

※その他のケーブルは接続されていても動作に影響ありません。
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（参考）
パソコン側に接続するケーブルコネクタのピン配置は下記のとおりです。

（１）D-sub 25ピン

1
13

14
25
�

�
号番ンピ 名号信 向方号信

タプダアダーロ─ンコソパ 明説

1 GF スーア用安保

2 DS → ターデ信送

3 DR ← ターデ信受

4 STR → 求要信送

5 STC ← 可信送

6 RSD ← ィデレトッセターデ

7 GS 線帰通共

02 RTD → ィデレ末端ターデ

（２）ハーフピッチ14ピン

1
7

8
14
�

�

号番ンピ 名号信 向方号信
タプダアダーロ─ンコソパ 明説

1 DR ← ターデ信送

2 RSD ← ィデレトッセターデ

4 STC ← 可信送

9 DS → ターデ信送

01 STR → 求要信送

11 RTD → ィデレ末端ターデ

21 ～ 41 GS 線帰通共

（３）D-sub 9ピン

5
1

9
6 号番ンピ 名号信 向方号信

タプダアダーロ─ンコソパ 明説

2 DR ← ターデ信受

3 DS → ターデ信送

4 RTD → ィデレ末端ターデ

5 GS 線帰通共

6 RSD ← ィデレトッセターデ

7 STR → 求要信送

8 STC ← 可信送

［プリンタについて］
プリンタは、市販のWindows対応のものを使用してください。
プリンタケーブルは、使用するパソコンに合った市販品を使用してください。
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［ROMライタについて］
ROMライタは、市販品で下記仕様を満たすものを使用してください。

（ROMライタ推奨品）

カーメ 式形

ターデルーバア 11-REKCEP

TSETNAVDA 5494R

（ROMライタ仕様）
・ インテル（拡張インテル）HEXフォーマットまたはモトローラフォーマットのデータをRS-232Cを使用
して送受信可能なこと。

・ XON/OFFフロー（ソフトウェアフロー）制御可能なこと。

（接続ケーブル仕様）
RS-232Cケーブルは、下記接続されたものを使用してください。ROMライタ本体のコネクタはD-sub
25ピン（メス）として記載しています。その他のピン数の場合、ROMライタ側のユーザーズマニュアル
を参照してください。

（推奨品）
DOS/V機用D-sub 25ピン・D-sub 9ピンタイプ

カーメ 式形

）株（ズーニ京東 1RA-RCN

（ケーブル接続）
（１）D-sub 25ピン・D-sub 25ピン

D-sub 25ピン（オス）�
＜パソコン＞�

D-sub 25ピン（オス）�
＜ROMライタ＞�

SD�
RD�
RTS�
CTS�
DSR�
SG�
DTR�
FG�
�

②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑳�
①�

②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑳�
①�

（２）ハーフピッチ14ピン・D-sub 25ピン

ハーフピッチ14ピン（オス）�
＜パソコン＞�

D-sub 25ピン（オス）�
＜ROMライタ＞�

SD�
RD�
RTS�
CTS�
DSR�
SG�
DTR�
�

⑨�
①�
⑩�
④�
②�
⑫～⑭�
⑪�

②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑳�
�



第１章　概要

１－７

第
１
章

（３）D-sub 9ピン・D-sub 25ピン

D-sub 9ピン（メス）�
＜パソコン＞�

D-sub 25ピン（オス）�
＜ROMライタ＞�

SD�
RD�
RTS�
CTS�
DSR�
SG�
DTR�
�

③�
②�
⑦�
⑧�
⑥�
⑤�
④�

②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑳�
�
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１－４　インストールの方法
１－４－１　パソコンローダソフトウェアについて
パソコンローダソフトウェアは、CDで出荷されます。
ディスクには、インストールに必要な動作およびアイコン登録などを自動実行するインストールプログラムが
付属してあります。
すでにWindows版のパソコンローダがインストールされている場合は、上書きせずにいったんアンインストー
ルしてから、インストールしてください。アンインストールせずにインストールした場合、ソフトが正常に動作
しないことがあります。アンインストール方法については「１－５　アンインストール」を参照してください。

１－４－２　インストール
◆インストールする前に、すべてのWindowsプログラムを終了させます。
◆ CDをパソコンのCDドライブに挿入します。
自動的に読み込みが行われ、項目選択画面が表示されます。

◆［PLC Programmerセットアップ］を左クリックします。
「Install Shieldウィザード準備中」ワーキングボックスが表示されます。
その後、「ようこそ」ダイアログが表示されます。

◆［次へ(N)＞］ボタンを左クリックします。
「ソフトウェア使用許諾契約」ダイアログが表示されます。
◆表示内容に同意する場合、［はい(Y)］ボタンを左クリックします。
「インストール先ディレクトリの選択」ダイアログが表示されます。
◆デフォルトのインストール先ディレクトリ“C:￥Program Files￥MICREX-F Programmer (J)”を変更
したい場合は、［参照(R)...］ボタンを左クリックし、「ディレクトリの選択」ダイアログでインストール先
ディレクトリを指定し、［OK］ボタンを左クリックします。

◆「プログラムフォルダの選択」ダイアログが表示されます。デフォルト“MICREX-F PLC Programmer (J)”
を変更する場合はテキストボックスにプログラムフォルダ名を入力します。
［次へ(N)＞］ボタンを左クリックします。
◆「ファイルコピーの開始」ダイアログが表示されます。内容を確認し、［次へ(N)＞］ボタンを左クリック
します。
ファイルコピーを開始します。

インストール
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◆セットアップが完了すると次の画面が表示されます。

次に実行したい項目のチェックボックスをオンし、［完了］ボタンを左クリックします。
［はい、プログラムを起動します。］のチェックボックスをオンし、［完了］ボタンを左クリックすると次
の図に示すようにパソコンローダが起動されます。

インストール
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１－４－３　インストールされるプログラムグループ
インストールが完了すると、下記のアイコンがプログラムグループに登録されます。

・ MICREX-F PLC Programmer
ローダソフトウェア本体です。

・ MICREX-F PLC Programmer Help
ローダソフトウェアを使用する上で役に立つ最新情報が盛り込まれたヘルプファイルです。リファレンス
としても活用できます。一読することをおすすめします。

・ お読みください
ローダソフトウェアの現在の補足事項がまとめられているファイルです。一読することをおすすめします。

インストール
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１－５　アンインストール
パソコンのハードディスクからパソコンローダソフトウェアを削除するときに使います。なお、アンインストー
ルしても、ラダープログラムやタグファイルなどのユーザが作成したファイルはフォルダと共に残ります。
アンインストールは、Windowsに標準で付属しているアンインストールプログラムを実行して行います。
以下の手順でアンインストールしてください。

◆［スタート］メニューの［設定(S)］サブメニューから［コントロールパネル(C)］を選択します。

◆「コントロールパネル」ダイアログ内の［アプリケーションの追加と削除］アイコンを左ダブルクリック
します。

◆画面内のリストから［MICREX-F PLC Programmer (J)］を選択して、次に［追加と削除(R)］ボタンを
左クリックします。

◆削除確認のダイアログが表示されます。［はい(Y)］ボタンを左クリックします。

アンインストール
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◆アンインストールを行います。
アンインストール中に下記のように「共有ファイルを削除しますか？」ダイアログが表示される場合が
あります。この場合、削除すると特定のソフトが動作しなくなったり、最悪の場合Windowsが起動で
きなくなることもありますので、通常は［いいえ(N)］または［すべていいえ(O)］ を選択してください。

◆アンインストール完了のメッセージが出たら、［OK］ボタンを左クリックします。

◆前のダイアログに戻ります。［キャンセル］ボタンを左クリックしてダイアログを閉じます。以上でアン
インストールは完了です。

アンインストール
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１－６　パソコンローダの起動
◆［スタート］メニューの［プログラム(P)］サブメニューから［MICREX-F PLC Programmer (J)］を選択
し、さらに現われたリストから［MICREX-F PLC Programmer］を選択します。

◆パソコンローダが起動します。この画面から、オフラインやオンラインの操作をします。
操作方法については「第２章」以降を参照してください。
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１－７　画面の構成
１－７－１　画面の構成
パソコンローダの画面は、編集作業や現在の状況を表示する様々なボタン、ツールバーなどがあります。ここ
では、画面に表示されているこれらの構成物について、オンライン編集画面を例にとって説明します。オンラ
イン画面を開き、編集状態にすると、下記画面表示になります。

各項目の説明

・メニューバー
このソフトウェアの操作をするための項目です。それぞれの項目を左クリックすると、そのグループに属
する詳細なコマンドリストが現われます。

・メインツールバー
メニューバーからコマンドを選択して実行するのと同じことがツールボタンとして登録されています。例
えば、  ［新規作成］ボタンは、メニューバーから［ファイル(F)］─［新規作成(N)...］を選択して実
行するのと同じ動作をします。各ツールボタンがどのような意味を持つか知りたい場合は、ボタンの上に
マウスカーソルを移動してください。以下のように、ボタンの機能を説明するウィンドウが表示されます。

ラダー編集
ツールバー

メニューバー

メインツールバー

回路編集ボタン

カーソル

ノード

表示選択タブ

プログラムウィンドウ

ステータスバー

命令グループタブ

命令ボタン

ここにマウスカーソル
を合わせる。

ボタンの機能を説明する
ウィンドウが表示される。
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・ラダー編集ツールバー
ウィンドウを［編集］モードにすると現われます。［モニタ］モードにすると消えます。［編集］モードと
［モニタ］モードは  ［編集］ボタンを押して切り換えます。プログラムの編集に必要なツールが集
められています。

［モニタ］モード ［編集］モード

　

・回路編集ボタン
回路挿入、回路削除などの操作ボタンが配置されています。

・命令グループタブ
使用する命令グループを選択するタブです。使用する命令グループのタブを選択して左クリックすると、
対応する命令ボタンも変化します。

接点(N)を選択した場合

出力(O)を選択した場合

画面の端に隠れて見えないタブは、左右の矢印ボタンを押してスクロール表示できます。

・命令ボタン
ラダープログラムの命令を選択するボタンです。各命令ボタンがどのような意味を持つか知りたい場合は、
ボタンの上にマウスカーソルを移動してください。以下のように、ボタンの意味を説明するウィンドウが
表示されます。

ラダー編集
ツールバー

ここにマウスカーソル
を合わせる。

ボタンの意味を説明する
ウィンドウが表示される。
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・カーソル
現在、編集対象として（下の例ではアドレス「B0000」のA接点）選択されていることを示します。
マウスボタンでラダー回路上の命令を左クリックすると命令選択枠として表示されます。キーボードの
矢印キーで移動することもできます。<ctrl>＋ <矢印>キーでノード上に移動できます。
［編集］モードでのみ表示されます。

・ノード
各命令の前後に表示される小さな四角形で、命令の追加・挿入などはこのノードに対して行われます。
ノードは［編集］モードでかつ、選択中の回路についてのみ表示されます。

・プログラムウィンドウ
編集中（またはモニタ中）のラダープログラムが表示される画面全体を指します。

・表示選択タブ
ラダープログラムをモニタ/編集する場合には、［ファイル1］タブを左クリックします。

データをモニタ/設定する場合には、［データ1］タブを左クリックします。
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・ステータスバー
ステータスバーには、現在表示中のウィンドウのモードや動作状態、選択したツールバーのボタンに対す
るヘルプやメッセージなどが表示されます。

①� ②�③�④� ⑤�⑥�⑦� ⑧� ⑨�

①選択したツールバーのボタンに対するヘルプメッセージ表示です。
②オンライン表示/オフライン/モデム表示の別を示します。
③PLCの機種を表示します。
④現在使用しているプログラムステップ数/選択した機種で使用できる全プログラムステップ数です。
⑤未使用です。
⑥現在のモード（［編集］モードか［モニタ］モード）を表示します。
⑦［編集］モード時 ：現在選択している回路番号を表示します。
［モニタ］モード時 ：現在画面に表示しているラダー図の一番上の回路番号を表示します。
⑧PLCが［運転中］か［停止］かを表示します。
⑨PLCの状態（［故障なし］、［重故障］、［軽故障］）を表示します。

１－７－２　ウィンドウの種類
ウィンドウは、オフラインウィンドウとオンラインウィンドウの2種類あります。
オフラインウィンドウは、パソコン内部に保存されたラダープログラムをモニタ・編集するときに使用します。
同時に複数のプログラムを開くこともできます。
オンラインウィンドウは、PLC本体のラダープログラムをモニタ・編集するときに使用します。同時に開ける
ウィンドウは1枚です。
オフラインとオンラインのウィンドウは、同時に開くことができます。
開いているウィンドウの種別（オフラインかオンラインか）は、ウィンドウ上部のタイトルバーに表示されます。
ウィンドウの任意の場所をマウスで左クリックすると、ウィンドウ上部のバーの色が変化しますが、これは現
在そのウィンドウが操作対象として選択されていることを示します。この選択されたウィンドウを「アクティ
ブウィンドウ」と呼びます。

アクティブウィンドウの切り換えは、他のウィンドウを左クリックするだけで行えます。
［編集］モードにすれば、ウィンドウ間で回路単位でのラダープログラムのコピーもできます。
オフラインについては「第２章」、オンラインについては「第３章」を参照してください。

アクティブウィンドウ

ファイル名
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２－１　プログラム作成の準備
２－１－１　新規ファイルを開く
新規プログラムを作成するためにはローダを起動後、新規ファイル（プログラムウィンドウ）を次に示す操作
により開きます。
◆［ファイル(F)］メニューの［新規作成(N)...］コマンドを選択します。
「PLC機種設定」ダイアログが表示されます。

＊ 上記ダイアログに表示される機種は、ローダソフトのバージョンにより異なります。

◆ PLCの機種を選択した後、［OK］ボタンを左クリックします。
ローダのメインウィンドウ内に「プログラムウィンドウ」が表示されます。

プログラムウィンドウです。
これからこのウィンドウにプログラムを書き
込んでいきます。

ここで選択したPLCの機種に応じて使用でき
るプログラム命令およびシステム定義の内容
が変わります。
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２－１－２　プログラム編集時のメニューとツールバー
プログラム編集時に主に使用されるメニュー内のコマンドとツールバー（ボタン）について説明します。なお、
ツールバーの各機能はすべてメニュー内に含まれています。

コマンド名称
　（ボタン名称） ボタン メニュー区別 説明（用途）

新規作成 (N) ファイル (F) 新しいプログラムファイルを作成します。

開く (O) ファイル (F) すでにあるプログラムファイルを開きます。

オンライン (I) ファイル (F) オンラインPLCのプログラムを開きます。

保存 (S) ファイル (F) プログラムファイルを保存します。すでにあるファイルに上書き保
存します。

印刷 (P) ファイル (F) アクティブなプログラムファイルをプリントアウトします。

印刷プレビュー (W) ファイル (F) 印刷結果を画面上で確認します。

検索 (F) 検索 (S) 任意に指定したアドレスおよびタグ名を検索します。

指定回路へジャンプ (G) 検索 (S) 任意に指定した番号の回路を表示します。

編集モード (E) 編集 (E) プログラムを編集可能な状態にします。

元に戻す (U) 編集 (E) 直前に行った操作を取り消し、元の状態に戻します。

やり直し (R) 編集 (E) ［元に戻す (U)］コマンドにより取り消した操作を回復します。

タグ編集 (E) 補助機能 (A) 「タグ編集」エディタを起動し、タグ編集を可能な状態にします。

切り取り (T) 編集 (E) 任意に選択した回路ブロックをクリップボードにコピーし、選択し
た回路ブロックは削除されます。

コピー (C) 編集 (E) 任意に選択した回路ブロックを、クリップボードにコピーします。

貼り付け (P) 編集 (E) クリップボードにコピーされている回路ブロックを指定した場所に
貼り付けます。

PLCの運転/停止 (R) PLC機能 (P) オンライン接続されているプロセッサを起動または停止させます。

ステップ実行 (E) PLC機能 (P) プログラムのステップ実行をします。

回路挿入 ( I ) 編集 (E) 新しい回路ブロックを作成する場合に必要な、回路ブロック開始点
を挿入します。

回路コメントの追加/
変更 (M) 編集 (E)

新しい回路コメントを挿入または既存の回路コメントを変更しま
す。回路コメントは、プログラム上の回路の説明文として使用しま
す。

回路削除 (D) 編集 (E) 選択した回路ブロックを削除します。

ブロック図挿入 (Z) 編集 (E) 新しくブロック図の作成領域を確保します。

変更回路をPLCに
転送 (H) 編集 (E) オンライン接続されているプロセッサのプログラムを変更した場合

に、その内容をプロセッサに転送します。
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２－１－３　タグ入力/表示の設定
プログラム編集時に命令を書き込みながら、タグ入力を行うことができます。また、入力したタグをプログラ
ム上に表示することもできます。以降にその設定方法について説明します。

タグとは、アドレスに1対1で対応したラベル（名前）で従来のMS-DOS版ローダのコメントに相当
します。

（１）プログラム編集エディタの設定
◆［オプション(O)］メニューの［環境設定(E)...］コマンドを選択します。
「環境設定」ダイアログが表示されます。
◆［表示］または［エディタ］タブを左クリックします。
プログラム編集および表示方法に関連する設定項目が表示されます。

［表示］タブ ［エディタ］タブ

①表示オプションの設定
［アドレス＆タグ(G)］オプションボタン
命令シンボルの上方向に“アドレス”と“タグ”が表示されます。

［タグ(T)］オプションボタン
命令シンボルの上方向に“タグ”のみ表示されます。（ただし、命令アドレスに対してタグが設定されていなけ
れば、命令アドレスが表示されます。）

［アドレス(O)］オプションボタン
命令シンボルの上方向に“アドレス”のみ表示されます。
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②自動タグ入力の設定
［自動タグ入力(N)］チェックボックスがオンの場合、プログラム編集時には次の図に示す「タグ編集」ダイア
ログが表示されます。

注１）タグ名内ではカンマ「，」は使用できません。
注２）説明の制約は、カンマ「，」が使用できません。説明内にあるカンマは、データベースに追加されると　

きに自動的に削除されます。なお、説明はラダープログラム上では表示されません。

アドレス入力後、［OK］ボタンを
左クリックすると、表示されます。

注１）
半角文字：24文字以内
全角文字：12文字以内
で指定できます。

注２）
半角文字：50文字以内
全角文字：25文字以内
で指定できます。
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＜タグ編集エディタについて＞
タグ名を入力するには、前述した「タグ編集ダイアログ」を使用する方法と、次の図に示す「タグ編集エディ
タ」を使用する方法があります。

タグ編集エディタの使用方法については、「２－５  タグ編集」を参照してください。
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２－２　プログラム作成
２－２－１　接点とコイルの書き込み
次の図に示すような、接点とコイルを組み合わせた回路を作成する方法について説明します。

（１）直列回路を書き込む
次に示す直列回路の書き込み方法について説明します。

①接点を書き込む
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［接点(N)］タブを左クリックし
ます。

◆ ［A接点］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のカーソルを左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

　　　　　　　

◆接点のアドレスをテキストボックスに入力します。
ここでは＜B0＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
環境設定で［自動タグ入力(U)］チェックボックスがオンされている場合は、次に示す図のように「タグ
編集」ダイアログが表示されます。チェックボックスがオフの場合は「タグ編集」ダイアログが表示され
ずに、プログラムウィンウに接点が記述されます。

この位置にカーソルを移動し
左クリックします。
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◆必要に応じて［タグ(T)］テキストボックスにタグ名を入力します。
ここでは＜起動入力スイッチ＞と入力します。

◆必要に応じて［説明(D)］テキストボックスに説明文を入力します。
ここでは＜押しボタンスイッチ　青＞と入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
次に示すように、A接点、アドレスおよびタグが表示されます。

　　　　　

②直列接点を書き込む
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［接点(N)］タブを左クリックし
ます。

◆ ［B接点］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のカーソルを左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

A接点、アドレスおよび
タグが表示されます。
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◆接点のアドレスをテキストボックスに入力します。
ここでは＜B1＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
次に示すように、A接点に直列にB接点が接続されます。
ただし、環境設定で［自動タグ入力(U)］チェックボックスがオンされている場合は、「タグ編集」ダイア
ログが表示されますが、ここでは説明を省略します。

◆前述と同様にA接点“B0002”、“B0003”とB接点“B0004”を次の図に示すように書き込みます。

この位置にカーソルを移動し
左クリックします。



第２章　オフライン操作

２－９

第
２
章

③出力コイルを書き込む
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［接点(N)］タブを左クリックし
ます。

◆ ［コイル］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のノードの右側部分を左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

◆コイルのアドレスをテキストボックスに入力します。
ここでは＜B20＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
次に示すように、B接点に直列にコイルが接続されます。

この位置にカーソルを移動し
左クリックします。
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（２）並列接点を書き込む
次に示す回路の並列接点の書き込み方法について説明します。

①単独接点への並列接点の書き込み
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［並列(B)］タブを左クリックし
ます。

◆ ［並列とA接点］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置の接点(B0000)上にカーソルを移動し左クリックします。（このとき緑色の命令選択
枠が表示されます。）
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

　　　　

◆接点のアドレスをテキストボックスに入力します。
ここでは＜B5＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
次に示すように、接点に並列にA接点が接続されます。

この位置にカーソルを移動し
左クリックします。

単独接点への並列接点 複数接点への並列接点
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②複数接点への並列接点の書き込み
＜パスの記述＞
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［並列(B)］タブを左クリックします。
◆ ［並列とパス］ボタンを左クリックします。
◆並列接点を記述する位置の上段の接点(B0002)上にカーソルを移動し左クリックします。（このとき緑色
の命令選択枠が表示されます。）
次の図に示すように、“並列パス”が表示されます。

◆前述と同様の操作により、接点(B0003)の下段に“並列パス”を次の図に示すように記述します。
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＜縦接続線の記述＞
◆ ［縦接続］ボタンを左クリックします。
◆接点（B0001）を左クリックします。
選択した接点の右端から下方向に接続線が記述されます。

◆前述と同様の操作により、接点(B0003)の右端から縦接続線を次の図に示すように記述します。
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＜パスを接点に変更＞
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［接点(N)］タブを左クリックし
ます。

◆ ［A接点］ボタンを左クリックします。
◆接点に変更するパス上にカーソルを移動し、左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

◆接点のアドレスをテキストボックスに入力します。
ここでは＜B6＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
次の図に示すように、パスがA接点に変更されます。
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（３）並列コイルを書き込む
次に示す並列コイルの書き込み方法について説明します。

◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［出力(O)］タブを左クリックし
ます。

◆ ［コイル］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

◆コイルのアドレスをテキストボックスに入力します。
ここでは＜B21＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
次に示すように、並列にコイルが接続されます。

この位置にカーソルを移動し
左クリックします。
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＜接点“B0008”を書き込む＞
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［接点(N)］タブを左クリックし
ます。

◆ ［A接点］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

◆接点のアドレスをテキストボックスに入力します。
ここでは＜B8＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
次に示すように、コイル（B0021）の左側に接点が接続されます。

この位置にカーソルを移動し
左クリックします。
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（４）飛び越し回路を書き込む
次に示す飛び越し回路の書き込み方法について説明します。

◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［並列(B)］タブを左クリックします。
◆ ［並列とパス］ボタンを左クリックします。
◆並列接点を記述する位置の上段の接点（B0005）上にカーソルを移動し左クリックします。
◆次の図に示すように、“並列パス”が表示されます。

◆前述と同様の操作により、接点（B0006）の下段まで“並列パス”を次の図に示すように記述します。

この回路の書き込み方法
について説明します。
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②飛び越しを書き込む
◆ ［飛び越し］ボタンを左クリックします。
◆接点（B0006）上にカーソルを移動し左クリックします。
◆次の図に示すように、選択した接点の右端に“飛び越し線”が記述されます。

③縦接続線を書き込む
◆ ［縦接続］ボタンを左クリックします。
◆接点（B0002）上にカーソルを移動し左クリックします。
◆次の図に示すように、選択した接点の右端から下方向に縦接続線記述され、飛び越し線と接続されます。
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④パスを接点に変更する
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［接点(N)］タブを左クリックし
ます。

◆ ［A接点］ボタンを左クリックします。
◆接点に変更するパス上にカーソルを移動し、左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

◆接点のアドレスをテキストボックスに入力します。
ここでは＜B7＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
パスがA接点に変更されます。
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２－２－２　折り返しの書き込み
“折り返し”命令の記述方法について説明します。

（１）折り返し（元）を書き込む
折り返し（元）を記述する方法について説明します。
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［接点(N)］タブを左クリックします。
◆ ［折り返し元］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のノードの右側にカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

◆折り返し番号をテキストボックスに入力します。
ここでは＜1＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
プログラムウィンドウに折り返し（元）が記述されます。

この位置にカーソルを移
動し左クリックします。

数字のみ入力します。
折り返し番号は“0～23”
の範囲で指定できます。
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（２）折り返し（先）を書き込む
折り返し（先）を記述する方法について説明します。

①回路ブロック開始点を作成
折り返し（元）と折り返し（先）を同一の回路ブロック内に作成できないため、新規回路を作成するための回
路ブロック開始点をはじめに挿入します。
◆回路ブロック開始点を挿入する位置の上段の回路（シンボル）を左クリックします。
◆ラダー編集ツールバーの ［回路挿入］ボタンを左クリックします。
回路ブロック開始点が挿入されます。

　　　　

②折り返し（先）を書き込む
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［接点(N)］タブを左クリックします。
◆ ［折り返し先］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

　　　　　

◆折り返し番号をテキストボックスに入力します。
ここでは＜1＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
プログラムウィンドウに折り返し（先）が記述されます。

新しく挿入された
回路ブロック開始点

この位置にカーソルを移
動し左クリックします。

数字のみ入力します。
折り返し番号は“0～23”
の範囲で指定できます。



第２章　オフライン操作

２－２１

第
２
章

　　

２－２－３　反転命令の書き込み
“反転”命令を記述する方法について説明します。

◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［接点(N)］タブを左クリックします。
◆ ［反転］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
プログラムウィンドウに“反転”命令が記述されます。

　　

◆コイルを書き込み回路を完成させます。

作成された
折り返し（先）命令

作成方法については、
「２－２－１」項を参照
してください。

作成された
反転命令

接点の記述方法については、
「２－２－１」項を参照して
ください。

コイルの記述方法については、
「２－２－１」項を参照してく
ださい。
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２－２－４　ONディレイタイマの書き込み
“ONディレイタイマ”を記述する方法について説明します。

◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［タイマ/カウンタ(T)］タブを左クリックします。
◆ ［ONディレイタイマ］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

◆［アドレス1］テキストボックスにタイマの“アドレス”を入力します。タイマの識別子“T”は、予め記
述されています。
ここでは＜1＞を入力します。

◆［アドレス2］テキストボックスにタイマの“設定時間”を入力します。
ここでは＜300＞を入力します。（3秒で動作する設定です。）

◆［OK］ボタンを左クリックします。
プログラムウィンドウに“ONディレイタイマ”が記述されます。

タイマのアドレスを入力
します。

タイマの設定時間を入力
します。
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◆タイマの出力接点とコイルを使用した回路を書き込み完成させます。

　

２－２－５　アップカウンタの書き込み
“アップカウンタ”（CT）を記述する方法について説明します。

◆ A接点（アドレス B0001）をはじめに作成しておきます。
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［タイマ/カウンタ(T)］タブを左クリックします。
◆ ［アップカウンタ］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

◆［アドレス1］テキストボックスにカウンタの“アドレス”を入力します。カウンタの識別子“C”は、予
め記述されています。
ここでは＜1＞を入力します。

接点およびコイルの記述方法
については、「２－２－１」
項を参照してください。

上段のタイマ回路と
回路を分離して作成
してください。

カウンタのアドレスを
入力します。

カウンタの設定値を入力
します。
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◆［アドレス2］テキストボックスにカウンタの“設定値”を入力します。
ここでは＜50＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
プログラムウィンドウに“アップカウンタ”が記述されます。

　　　　　　

◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［接点(N)］タブを左クリックし
ます。

◆ ［A接点］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

◆接点のアドレスをテキストボックスに入力します。
ここでは＜B10＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
次に示すように、接点が挿入されます。

次にカウンタの現在値を
リセットするための接点
を追加します。
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◆カウンタの出力接点とコイルを使用した回路を書き込み完成させます。
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２－２－６　シフトレジスタの書き込み
“シフトレジスタ”（SR）を記述する方法について説明します。

◆シフトレジスタのクロック信号となる微分回路（パルス回路）を作成します。
◆次にシフトレジスタの入力信号となる接点を記述します。（微分回路と別回路にします。）
次の図に示す回路をあらかじめ作成しておきます。

＜シフトレジスタ命令を書き込む＞
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［出力(O)］タブを左クリックします。
◆ ［シフトレジスタ］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

シフトビット数を
入力します。

シフト開始位置を
入力します。
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◆［ビット長(L)］テキストボックスにシフトビット数を入力します。
ここでは＜23＞を入力します。

◆［アドレス(A)］テキストボックスにシフト開始位置となるメモリアドレスを入力します。
ここでは＜M5＞を入力します。（M0005～M001Bまでシフトします。）

◆［OK］ボタンを左クリックします。
プログラムウィンドウに“シフトレジスタ”命令が記述されます。

それぞれの条件となる接点を記述します。
接点の記述方法については、「２－２－１」項を
参照してください。

方向信号

クロック信号

リセット信号

入力信号
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２－２－７　データ転送(ＭＯＶ)命令の書き込み
“データ転送”(ＭＯＶ)命令を記述する方法について説明します。

◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［転送(S)］タブを左クリックします。
◆ ［データ転送］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

◆［A接点(O)］または［B接点(C)］のオプションボタンを選択します。
◆［条件接点(D)］テキストボックスに命令の実行条件となる接点のアドレスを入力します。
ここでは＜B0＞を入力します。

応用命令の実行条件の記述方法について
・命令の実行条件を“常時実行”とする場合は、［条件接点(D)］テキストボックスなにも記述しないよ
　うにします。
・命令の実行条件を“折り返し（先）”命令を使用する場合は、［条件接点(D)］テキストボックスに折
　り返し番号（数字のみ入力）を記述します。

◆［アドレス(1)］テキストボックスに転送元のアドレスを入力します。
ここでは＜WB5＞を入力します。

◆［アドレス(2)］テキストボックスに転送先のアドレスを入力します。
ここでは＜WM10＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
次の図に示すように、実行条件接点付きのデータ転送命令（MOV）が記述されます。

実行条件接点のアドレスを入力します。

転送元のアドレスを入力します。

転送先のアドレスを入力します。

この位置にカーソルを移
動し左クリックします。
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２－２－８　データテーブル定義（TABL）の書き込み
“データテーブル定義”（TABL）命令を記述する方法について説明します。

◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［その他(M)］タブを左クリックします。
◆  ［データテーブル定義］ボタンを左クリックします。
◆命令を記述する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

・データ(A)の記述について
DATA文のデータをコンマ（ , ）で区切って記述します。
SI、DI形データの場合は各データの先頭にhを付けます。
BD形データの場合はhを付けないでください。
DI形データの場合は各データは5桁以上の数値を入力してください。（h0でも0を5個以上書く）
［編集(E)］ボタンを左クリックして、「データ入力」ダイアログからの入力も可能です。

◆各テキストボックスにアドレス、データを入力します。

ファイルNo.を入力します。

X方向のワード数を入力します。

Y方向のワード数を入力します。

データ形式の種別（SI、DI、BD）
を入力します。

▲
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◆［OK］ボタンを左クリックします。
次の図に示すように、データテーブル定義（TABL）、データ（DATA）が一括して記述されます。

注） データテーブル定義（TABL）では、DATA文の後ろにデータエンド（DEND）が必要です。
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２－３　プログラム変更
作成済みのプログラムを修正/変更する場合について説明します。

２－３－１　命令/アドレスの変更
次の図に示すプログラムの命令（シンボル）およびアドレスを変更する方法について説明します。

　　　　　　　

◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［接点(N)］タブを左クリックし
ます。（命令を変更する場合も、はじめに変更後の［命令］ボタンを左クリックし選択しておきます。）

◆ ［B接点］ボタンを左クリックします。
◆変更の対象となる命令（シンボル）上にカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

◆［アドレス］テキストボックスに表示されている入力済みのアドレスを変更します。
ここでは＜B10＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
「タグ編集」ダイアログが表示されます。
ただし、環境設定で［自動タグ入力(U)］チェックボックスがオフされている場合は、「タグ編集」ダイア
ログは表示されません。

変更
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◆［タグ(T)］テキストボックスにタグ名を入力します。
ここでは＜モータ起動スイッチ＞と入力します。

◆必要に応じて［説明(D)］テキストボックスに説明文を入力します。
◆［OK］ボタンを左クリックします。
接点およびタグ名が変更されます。

タグについて
タグ名は命令アドレスと対で取り扱われます。そのため、1度定義されたアドレスのタグ名（ここで
は、“B0000：起動入力スイッチ”）はタグファイル内に残っていますので、必要に応じて変更または削
除してください。
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２－３－２　回路/命令の追加
作成済みのプログラムに新しく回路を追加および命令を追加する方法について説明します。

（１）回路を挿入する
プログラム中に新たな回路を挿入する場合について説明します。

　　　　　　

◆ラダー編集ツールバーの ［選択ツール］ボタンを左クリックします。
◆回路ブロック開始点を挿入する位置の上段の回路（命令シンボル）を左クリックします。

◆ラダー編集ツールバーの ［回路挿入］ボタンを左クリックします。
回路ブロック開始点が挿入されます。

［回路挿入］の位置について
［オプション］メニューの［環境設定］の［エディタ(E)］で回路挿入の動作をカーソルのある行の前に
挿入するか、後に挿入するかを設定できます。

この回路を追加
します。

この回路行の位置で
左クリックします。

新しく挿入された
回路ブロック開始点
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◆新しく挿入された“回路ブロック開始点”に接点およびコイルを、次の図に示すように書き込みます。

（２）接点挿入
直列回路内に接点を挿入する方法および並列回路内に接点を挿入する方法について説明します。

①直列回路内に接点を挿入

　　　　　　　　　

◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［接点(N)］タブを左クリックし
ます。

◆ ［A接点］ボタンを左クリックします。
◆命令を挿入する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

この位置にカーソルを移
動し左クリックします。



第２章　オフライン操作

２－３６

◆接点のアドレスをテキストボックスに入力します。
ここでは＜B15＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
次に示すように、接点間に直列に接点が挿入されます。

②並列回路内に直列接点を挿入

　　　　　　　　　

◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［接点(N)］タブを左クリックし
ます。

◆ ［A接点］ボタンを左クリックします。
◆命令を挿入する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。

この位置にカーソルを移
動し左クリックします。
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◆接点のアドレスをテキストボックスに入力します。
ここでは＜B16＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
次に示すように、接点が挿入され縦接続線が右に移動します。

③並列回路内に並列接点を挿入

　　　　　　　　　

◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブまたは［接点(N)］タブを左クリックし
ます。

◆ ［並列とA接点］ボタンを左クリックします。
◆命令を挿入する位置のノードにカーソルを移動し左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。
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◆接点のアドレスをテキストボックスに入力します。
ここでは＜B17＞を入力します。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
次に示すように、上下の接点間に並列に接点が挿入されます。

この位置にカーソルを移
動し左クリックします。
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（３）接続線の編集
命令シンボル間を接続する接続線（縦接続および横接続）を挿入または削除する方法について説明します。

　　　　　　　　　

①縦接続線を削除する
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［並列(B)］タブを左クリックします。
◆ ［縦接続クリア］ボタンを左クリックします。
◆削除する縦接続線の上端左側に位置する命令シンボルを左クリックします。
次の図に示すように、1本の縦接続線が削除されます。
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◆前述と同様の操作により、残りの縦接続線を削除し次の図に示す回路を作成します。

②縦接続線を書き込む
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［並列(B)］タブを左クリックします。
◆ ［縦接続線］ボタンを左クリックします。
◆縦接続線を記述する位置の上端左側に位置する命令シンボル（B15）を左クリックします。
次の図に示すように、選択した命令シンボルの右端から下側に向かって接続線が記述されます。

◆前述と同様の操作により、残りの縦接続線を記述し次の図に示す回路を作成します。
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③横接続線（パス）を書き込む
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［接点(N)］タブを左クリックします。
◆ ［パス］ボタンを左クリックします。
◆パス（横接続線）を記述する位置のブランク部分を左クリックします。
次の図に示すように、パスが記述されます。

（４）プログラム圧縮（ブランク削除）
プログラム作成時に残ったブランクを削除して縦（横）方向に圧縮可能な回路の場合、上（左）方向に詰めます。
この方法について説明します。
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◆［編集(E)］メニューの［プログラム圧縮(O)］を選択し、さらに［1回路圧縮(L)］または［全回路圧縮(P)］
を選択します。

・［1回路圧縮(L)］を選択すると、カーソル位置の回路を1回路のみ圧縮します。
・［全回路圧縮(P)］を選択すると、全回路の圧縮をします。

（５）行挿入（ブランク行挿入）
この機能は、1つの回路内にブランク行を作成したいときに使用します。
（回路挿入とは動作が異なります。）並列回路を作成する場合、あらかじめブランク行を作成しておくと編集作業
が楽になります。

◆［編集(E)］メニューの［行挿入(X)］を選択します。カーソル位置の命令の行の真下に1行ブランク行が作成
されます。
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（６）コイルのOR回路の作成
コイルのOR回路の作成について説明します。

◆編集する回路上にカーソルを移動します。
◆ ［コイル］ボタンを左クリックします。
◆コイルを接続したいノード上でマウスを左クリックします。
コイルのOR回路が作成されます。

この場所でマウスを�
左クリックする。�

（７）応用命令のOR回路の作成
応用命令のOR回路の作成について説明します。

◆編集する回路上にカーソルを移動します。
◆応用命令のボタンを左クリックします。
◆応用命令を接続したいノード上でマウスを左クリックします。
応用命令のOR回路が作成されます。

この場所でマウスを�
左クリックする。�
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（８）接点・コイルの削除
接点・コイルは、削除対象のシンボルをマウスで選択して［DEL］キーを押すと削除できます。ただし、回路
の1行目のコイルは削除できません。

例）下の回路で接点またはコイルを削除します。

・接点B1を削除する場合
◆ B1をマウスで選択します。

◆［DEL］キーを押します。

・接点M0を削除する場合
この場合は、［DEL］キーを使っても接続線が残るので、代わりに  ［ブランク］と  ［縦接続クリア］を
使います。
◆［接点(N)］タブの  ［ブランク］ボタンを左クリックします。
◆M0を左クリックします。M0が削除されます。

◆［並列(B)］タブの  ［縦接続クリア］ボタンを左クリックします。
◆ B0を左クリックします。縦線が削除されます。
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・コイルB11を削除する場合
◆ B11をマウスで選択します。

◆［DEL］キーを押します。

・コイルB10を削除する場合
1行目のコイルは直接削除できないので、2行目のコイルを削除してから、1行目のコイルのアドレスをB10→
B11に変更します。
◆ B11をマウスで選択します。

◆［DEL］キーを押します。

◆ B10をダブルクリックして、アドレスをB11に変更します。

（９）回路結合
回路結合は、2つの独立した回路を結合して1つの回路にする機能です。2つの独立した回路を縦接続したいよ
うな場合に使います。
◆縦接続したい回路にカーソルを置きます。
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◆［編集(E)］メニューの［回路結合(G)］を選択します。カーソル位置の回路とすぐ下の回路が1つの回路
になります。

◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［並列(B)］タブを左クリックします。
◆  ［縦接続］ボタンを左クリックします。
◆ B1（B接点）にカーソルを移動して左クリックします。縦接続線が書き込まれます。

（１０）回路分割
回路分割は、前項「回路結合」と反対の動作をします。縦接続線をクリアしたあとで使用してください。
◆ラダー編集ツールバーの［命令グループ］タブの［並列(B)］タブを左クリックします。
◆  ［縦接続クリア］ボタンを左クリックします。
◆ B1（B接点）にカーソルを移動して左クリックします。縦接続線がクリアされます。

◆［編集(E)］メニューの［回路分割(N)］を選択します。カーソル位置の回路とすぐ下の回路が2つの回路
に分かれます。
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２－３－３　タグの変更
入力済みのタグをラダー画面上で変更する方法について説明します。

◆ B0にカーソルを合わせます。
◆［編集(E)］メニューの［タグ変更(A)］を選択します。「タグ編集」ダイアログが表示されます。

◆［タグ(T)］テキストボックスに＜スイッチ0＞と入力します。
◆［OK］ボタンを左クリックします。タグが変更されます。

マウスの「右クリックメニュー」について
タグ変更は、B0にカーソルを合わせたあと、マウスの右クリックボタンを押して「右クリックメ
ニュー」（下図参照）を表示させ、［タグ変更(A)］を選択して行うこともできます。
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２－４　回路の複写/挿入/削除
1つまたは複数の回路ブロックをコピーまたは切り取り、別の場所に貼り付けたり不要な回路ブロックを削除
する方法について説明します。

２－４－１　回路ブロックを選択する
回路をコピー/切り取り/削除するためには、回路を選択することからはじめます。

　　　　　　　　

（１）1つの回路ブロックを選択する
◆選択する回路上にカーソルを移動します。
◆＜Shift＞キーを押しながら左クリックします。
選択された回路ブロックの左右の母線上に“S”（select）が表示されます。

※選択状態の解除
選択状態を解除するには、選択状態にある回路ブロック上にカーソルを移動し左クリックします。

「（１）1つの回路ブ
ロックを選択する」
を参照

「（２）複数の回路ブ
ロックを選択する」
を参照

“S”の表示が選択状態
であることを示します。
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（２）複数の回路ブロックを選択する
　◆選択する回路ブロックの先頭の回路ブロック上にカーソルを移動し左クリックします。
◆スクロールバーにより選択する回路ブロックの最終の回路ブロックを表示させ、その回路ブロックを
＜Shift＞キーを押しながら左クリックします。
（このとき、プログラムウィンドウの範囲外にある回路を選択する場合は、［スクロールバー］、［矢印］ボ
タン、＜Page  Up＞および＜Page  Down＞キーにより最終の回路ブロックを表示させます。）
選択された回路ブロックの左右の母線上に“S”（select）が表示されます。

※選択状態の解除
選択状態を解除するには、選択状態にある何れかの回路ブロック上にカーソルを移動し左クリックします。

（３）ページを指定して回路ブロックを選択する
この機能は、ページを指定してページ内の回路すべてを選択するときに使います。
◆［編集(E)］メニューの［ページ選択(S)］を選択します。
「ページ選択」ダイアログが表示されます。

◆［ページ番号］テキストボックスに、ページ番号を入力して［OK］ボタンを左クリックします。

“S”の表示が選択状態
であることを示します。
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２－４－２　回路ブロックのコピーと貼り付け
選択した回路ブロックをクリップボードにコピーし、別の場所に貼り付ける方法について説明します。

（１）回路をコピーする

　　　　　　

◆コピーする回路ブロックを選択します。
（回路ブロックを選択する方法については、「２－４－１」項を参照してください。）
◆メインウィンドウの ［コピー］ボタンを左クリックします。（コピーは、［編集(E)］メニューの［コピー
(C)］コマンドまたは＜Ctrl ＞ +＜C＞キーの操作により行うこともできます。）
クリップボードに選択した回路ブロックがコピーされます。

（２）コピーした回路ブロックを貼り付ける
コピーした回路を次の図に示す位置に貼り付けます。
◆接点アドレス“B0005”（B接点）がある回路上にカーソルを移動し左クリックします。
◆メインウィンドウの ［貼り付け］ボタンを左クリックします。（貼り付けは、［編集(E)］メニューの［貼
り付け(P)］コマンドまたは＜Ctrl ＞ +＜V＞キーの操作により行うこともできます。）
次の図に示すように、貼り付け位置を指定した回路ブロックの前に回路が挿入されます。

　　　　　　

この回路ブロックを
コピーします

貼り付けられた回路

この回路ブロックを
指定し、貼り付け操
作をします
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２－４－３　回路の切り取りと貼り付け（移動）
選択した回路ブロックを切り取り、クリップボードにコピーし別の場所に貼り付ける方法について説明します。

（１）回路を切り取る

　　　　　　

◆切り取りする回路ブロックを選択します。
（回路ブロックを選択する方法については、「２－４－１」項を参照してください。）
◆メインウィンドウの ［切り取り］ボタンを左クリックします。（コピーは、［編集(E)］メニューの［切
り取り(T)］コマンドまたは＜Ctrl ＞ +＜X＞キーの操作により行うこともできます。）
クリップボードに選択した回路ブロックがコピーされ、プログラムウィンドウ上の回路ブロックは削除さ
れます。

（２）切り取った回路ブロックを貼り付ける
切り取った回路を次の図に示す位置に貼り付けます。
◆接点アドレス“B0005”（B接点）がある回路上にカーソルを移動し左クリックします。
◆メインウィンドウの ［貼り付け］ボタンを左クリックします。（貼り付けは、［編集(E)］メニューの［貼
り付け(P)］コマンドまたは＜Ctrl ＞ +＜V＞キーの操作により行うこともできます。）
次の図に示すように、貼り付け位置を指定した回路ブロックの前に回路が挿入されます。

　　　　　　

この回路ブロックを
切り取ります。

貼り付けられた回路

この回路ブロックを
指定し、貼り付け操
作をします
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２－４－４　回路ブロックの削除
選択した回路ブロックを削除する方法について説明します。

（１）1つの回路ブロックを削除する

　　　　　

◆削除する回路ブロック上にカーソルを移動し左クリックします。
◆［回路編集］ツールバーの ［回路削除］ボタンを左クリックします。
選択された回路が削除されます。

（２）複数の回路ブロックを1度に削除する
「２－４－３」項の回路の切り取りで複数の回路ブロックの削除を行います。

この回路ブロックを
削除します。
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２－５　タグ編集
タグを作成する方法として、プログラム編集中の命令アドレス入力後に表示される「タグ編集」ダイアログを
使用する方法と、以降に説明する「タグ編集」エディタを使用する方法があります。

２－５－１　タグ編集エディタの概要
「タグ編集」エディタは、アドレスおよびタグのデータベースを直接編集することのできるエディタです。
このエディタは、プログラムウィンドウが編集モードの場合のみ使用できます。

＜タグ編集エディタを表示する＞
◆ ［タグ編集］ボタンを左クリックするか、メインウィンドウの［補助機能(A)］メニューの［タグ編集
(E)］コマンドを選択します。
「タグ編集」エディタが表示されます。

初期状態の「タグ編集」
エディタです。
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２－５－２　タグ編集エディタでの操作
タグ編集エディタ内の各部の名称（用途）およびレコード（記録内容）の編集方法について説明します。

（１）タグ編集エディタの構成

　　　

①アドレスフィールド
PLCメモリの“アドレス”を記述します。“アドレス”は半角英数字でPLCのメモリ範囲で記述してください。

②タグフィールド
「タグ」は半角24文字以内（全角12文字以内）で記述してください。タグ名内では引用符｢"  '｣、カンマ｢,｣ 、
ピリオド｢.｣、半角数字のみ、アドレスそのものは使用できません。また、異なるアドレスで同じタグ名は設定
できません。

Ver1.10.xxx では、引用符｢"  '｣、ピリオド｢.｣ も使える様になりました。
また、環境設定で〈同名タグを許可する(O)〉設定を追加して、異なるアドレスで同じタグ名が設定でき
る様になりました。

③説明フィールド
「説明」は半角50文字以内（全角25文字以内）で記述してください。説明内では、カンマ｢,｣が使用できませ
ん。説明内にあるカンマは、データベースに追加されるときに自動的に削除されます。

④タグ編集ツールバー

 ［最初のレコード］　カーソルをデータベース内の先頭レコードへ移動します。

 ［前のレコード］　カーソルをデータベース内の前のレコードへ移動します。

 ［次のレコード］　カーソルをデータベース内の次のレコードへ移動します。

 ［最後のレコード］　カーソルをデータベース内の最終レコードへ移動します。

 ［レコードの挿入］　カーソル位置のレコードの直前にブランクレコードを挿入します。

 ［レコードの削除］　カーソル位置のレコードを削除。確認ダイアログがレコード削除の前に表示されます。

 ［レコードの編集］　カーソル位置のレコードを編集モードにしてレコードの編集を可能にします。

④タグ編集ツールバー ⑤フィールド名称/操作バー

①アドレスフィールド ②タグフィールド ③説明フィールド



第２章　オフライン操作

２－５５

第
２
章

 ［レコードの登録］　編集中のレコードを登録します。レコードは、アドレスとタグが両方とも存在し、ア
ドレスが有効なフォーマットであり、タグの重複が無い事を確認後、登録されます。

 ［編集の取り消し］　編集モードをキャンセルし、レコードを編集前の状態に戻します。

 ［データ更新］　データベースから表示されたレコードを更新します。

 ［検索］　データベースよりアドレスまたはタグを検索します。

 ［置換］　データベースのタグまたは説明を置換します。

 ［前方検索/置換］　上記［検索］、［置換］実行後、継続して前方検索/置換します。

 ［後方検索/置換］　上記［検索］、［置換］実行後、継続して後方検索/置換します。

 ［フィルタ］　表示・編集対象のタグをアドレス識別子で限定するときに使います。

⑤フィールド名称/操作バー
フィールドの名称表示の他に、次の機能があります。

＜フィールドの幅を変更＞
表示覧の幅は、アドレス/タグ/説明の境界線にカーソルを合わせ、マウスの左ボタンを押しながら左右
に移動すると変更できます。

＜フィールドの表示順を変更＞
アドレス/タグ/説明のいずれかの枠内にカーソルを合わせ、マウスの左ボタンを押しながら左右に移動
するとフィールド全体の入れ替えができます。

　　　

（２）新しいタグを挿入する
◆タグ編集ツールバーの ［レコードの挿入］ボタンを左クリックするか、＜ Insert＞キーを押します。
空白のレコードが挿入されます。

　　　　　　　　

◆アドレス、タグ、説明を入力します。
アドレス/タグ/説明の間は[TAB]キーで移動できます。説明は必ずしも入力する必要はありませんが、ア
ドレスとタグはレコードがデータベースに登録される前に、必ず入力してください。新しいレコードを登
録すると、データベース内で自動的にアドレス順にソート（並べ替え）されます。

新しく挿入された
レコード

左ボタンを押しながら
カーソルを移動します。
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２－５－３　タグのテキストファイル読み込み
ワードプロセッサおよびデータベースアプリケーションなどで作成されたテキストファイル（ファイル拡張子：
*.txtまたは*.csv）をタグデータとして読み込むことができます。
※ CSV形式のデータについて
CSVとは、Comma Separated Valueの略でカンマ（，）区切りのテキストデータのことをいいます。

（１）テキストファイルのフォーマット
タグデータとして読み込むテキストファイルは、各行を次に示すフォーマットで記述することが必要です。

①テキストフォーマット

［アドレス］，［タグ］，［説明］，［CR・LF］

・［アドレス］は半角文字でかつ有効なPLCアドレス(例えば、B0、B0010、M20、C15など)で記述してくだ
　さい。
・［タグ］は、半角文字：24文字以内（全角：12文字以内）で記述してください。
　なお、文字数がオーバーしている場合は、先頭の文字から有効な文字数の範囲を読み込みます。また、重複
　しているタグ名は読み込みません。
・［説明］は省略可能で、記述する場合は半角文字：50文字以内（全角：25文字以内）で記述してください。
・［CR・LF］は改行[リターン]のことで、各行の最後は必ず改行してください。

すでにタグが割り当ててあるアドレス上にタグは読み込めません。
読み込ませたい場合は、あらかじめタグ編集エディタでタグを削除しておいてください。

②テキストデータの記述例

このテキストデータをタグとして読み込んだ場合の、プログラム上での表示例を後述「（３） ファイル読み込み
後のタグ表示」で紹介します。
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（２）テキストファイルを読み込む
◆テキストデータを読み込む先のプログラム（ファイル）を開きます。
◆［補助機能(A)］メニューの［タグ/コメントファイルのテキスト変換(O)］コマンドの［タグのテキスト
ファイル読込(I)］コマンドを選択します。
「タグのテキストファイル読込」ダイアログが表示されます。

◆［ファイルの場所(I)］リストボックスでファイル保存先のドライブおよびフォルダを選択します。
◆［ファイル名(N)］リストボックスで読み込むテキストファイル名を選択または入力します。
◆［開く(O)］ボタンを左クリックします。
テキストファイル（データ）をタグファイルに読み込みます。

（３）ファイル読み込み後のタグ表示
ファイルに読み込まれたタグは、表示中のプログラムに即座に表示されます。
（ただし、環境設定のエディタ設定で“タグ”表示が有効となっている場合です。）
次に表示例を示します。
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２－６　検索/置換機能
プログラムウィンドウに表示中のプログラムの命令アドレスおよびタグ名を検索または置き換えることができ
ます。

２－６－１　アドレス/タグ検索機能
プログラムウィンドウに表示中のプログラムの命令アドレスおよびタグ名を検索する方法について説明します。

（１）はじめの検索
◆検索を対象とするプログラムをウィンドウに表示させます。
◆ ［検索］ボタンを左クリックするか、［検索(S)］メニューの［検索(F)...］コマンドを選択します。
「検索」ダイアログが表示されます。

◆アドレスまたはタグ名を［アドレス/タグ(A)］テキストボックスに入力して、［検索］ボタンを左クリック
して検索を開始します。
検索アドレスまたはタグが見つかると、回路は画面の最上部に表示されます。ダイアログはそのまま残
るので、再度［検索］ボタンを押して次の検索をできます。
見つからなかった場合は、「見つかりません」というメッセージボックスが表示されます。
なお、この検索機能は入力した文字列と完全に一致する文字列のみを検索します。

＜検索ダイアログの説明＞
検索方向：
検索方向は、前方検索(F)（検索範囲の先頭から終わりに向かって検索）または後方検索(B)（終わりから先
頭へ）が選択できます。

検索開始位置：
このオプションは検索の開始点を指定します。開始点は「カーソル位置(U)」、または選択した検索範囲の
「先頭から(E)」を指定できます。
検索範囲：
検索範囲を指定します。
・全プログラム(W)：このオプションはデフォルトになっており、プログラム全体を検索します。

�・選択回路(S)：あらかじめ選択した回路ブロック内で検索します。回路ブロックの選択方法については　
　「２－４－１  回路ブロックを選択する」を参照してください。
・ページ(P)：指定したページ内で検索します。ページ番号(N)に検索したいページ番号を入力してください。

検索対象：
このオプションは、検索時の対象とする命令を指定します。
・全て(M)：全命令を検索します。
・接点命令(C)：接点命令のみを検索します（通常のａ接点とｂ接点）。

� ・出力命令(O)：出力命令のみを検索します（通常の出力/セット/リセット/立ち上がり微分出力/立ち
　下がり微分出力/ステップコントロール命令/マスタコントロール/タイマ命令/カウンタ命令）。
・応用命令(D)：上述の接点命令/出力命令に含まれていない全ての命令を検索します。
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（２）続けて次を検索する
この項目は、前述した「（１） はじめの検索」で説明した［検索］コマンドを使用してアドレスまたはタグ名を
検索した後、同じアドレスまたはタグ名を検索する場合に使用します。
検索オプションは、［検索］コマンドで設定したものが有効です。検索は、直前に見つかったアドレスまたはタ
グ名から開始されます。
◆［検索(S)］メニューの［次を検索(S)］コマンドを選択することで検索が継続されます。

２－６－２　アドレス/タグ置換機能
プログラムウィンドウに表示中のプログラムの命令アドレスおよびタグ名を検索し任意に指定した文字列に置
き換える方法について説明します。
なお、置換機能はプログラムウィンドウが編集モードにある場合のみ使用できます。

◆操作を対象とするプログラムをウィンドウに表示させます。
◆ ［編集］ボタンを左クリックするか、［編集(E)］メニューの［編集モード(E)］コマンドを選択します。
プログラムウィンドウが編集モードになります。

◆［検索(S)］メニューの［置換(R)］コマンドを選択します。
「置換」ダイアログが表示されます。

◆置き換え元となるアドレスまたはタグを［アドレス/タグ(A)］テキストボックスに入力します。
◆置き換え先となる新しいアドレスまたはタグを［置換(R)］テキストボックスに入力します。

置き換え元アドレスを“B10-B2F”のように連続指定することもできます。
置き換え先アドレスは先頭アドレスのみの指定でOKです。

◆［OK］ボタンを左クリックし、置換を開始します。
置換が完了すると、「情報」ダイアログが表示され置換アドレス数またはタグ数を表示します。

＜置換ダイアログの説明＞
検索に関する項目：
検索に関して（検索方向、検索範囲、検索開始位置、検索対象）の説明は、「２－６－１　アドレス/タグ
検索機能」を参照してください。
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置換オプション：
この項目は、検索範囲が全プログラムの場合のみ有効です。
［タグ同時変更(G)］を選択すると、アドレス変更と同時にタグも変更します。置き換え前のアドレスの
タグ名はそのままです。
さらに［置換元タグ削除(L)］を選択すると、置き換え前のアドレスのタグ名を削除します。

＜タグ同時変更の例＞
アドレスWB0をWB50に置換する場合、以下のように処理します。

（置換前） （置換後）

スレドア グタ スレドア グタ

0BW グロナア HC0 0BW グロナア HC0

05BW 約予 05BW グロナア HC0

　

　

スレドア グタ

0BW

05BW グロナア HC0

置換元タグ削除「なし」�

置換元タグ削除「あり」�

このタグが変更される�

削除される�

［ビットデバイス同時変更(I)］を選択すると、変更したワードアドレスに対応したビットアドレスが同時
に変更されます。

A接点/B接点一括変更(N)：
指定された範囲の全ての特定アドレスのａ接点とｂ接点を入れ替えます。［A接点/B接点一括変更(N)］オ
プションボックスをチェックすると、［置換(R)］テキストボックスは隠されます。ここでアドレスを
［アドレス/タグ(A)］テキストボックスに入力します。次の命令に対して一括変更が実行されます。
・ａ接点―ｂ接点

キーポイント�

アドレス置き換え�
指定された範囲の全ての特定アドレスを別のアドレスに置換します。置換前のアドレスを�
［アドレス/タグ(A)］テキストボックスに入力し、置換後のアドレスを［置換(R)］テキスト�
ボックスに入力します。ビットアドレスはビットアドレスとのみ、ワードアドレスはワード�
アドレスとのみ置換が可能です。置換前アドレスは、ビット/ワードアドレスとも、アドレス/�
タグのどちらでも入力できます。置き換え時、置換後アドレスが対象となる命令に対して�
使用可能であるか否かチェックし、使用できないものは置き換えを行いません。�

・ビットアドレス ビットアドレス�
・ワードアドレス ワードアドレス�
・タグ   アドレス�
   （ビット/ワード）�
・アドレス  タグ�
　（ビット/ワード）�
�

・ビットアドレス ワードアドレス�
・ワードアドレス ビットアドレス�

×�
×�
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２－６－３　回路検索機能
任意に指定した回路番号のプログラムを検索し、画面の最上部に表示できます。
◆［検索(S)］メニューの［指定回路へジャンプ(G)...］コマンドを選択します。
「指定回路へジャンプ」ダイアログが表示されます。

◆［回路番号(P)］テキストボックスに、検索する回路番号を入力します。
◆［OK］ボタンを左クリックします。
指定した回路が画面の最上部に表示されます。

指定回路No.
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２－６－４　命令検索機能
プログラムウィンドウに表示中のプログラムの命令を検索する方法について説明します。
◆検索を対象とするプログラムをウィンドウに表示させます。
◆［検索(S)］メニューの［命令検索(I)...］コマンドを選択します。
「命令検索」ダイアログが表示されます。

◆［命令リスト］で命令のグループを選び、さらに具体的な命令を選択して（上の例では［LMOV］を選択）、
［検索］ボタンを左クリックして検索を開始します。
検索命令が見つかると、回路は画面の最上部に表示されます。ダイアログはそのまま残るので、再度［検
索］ボタンを左クリックして次の命令を検索することができます。
見つからなかった場合は、［見つかりません］というメッセージボックスが表示されます。

＜検索ダイアログの説明＞
「検索方向」、「検索開始位置」、「検索範囲」は「２－６－１　アドレス/タグ検索機能」と同じです。
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２－７　システム定義
MICREX-Fシリーズを通常使用する場合にはシステム定義は必要ありませんが、システムを拡張して使用する
場合（P/PEリンク、ダイレクトアクセス、システムダウン時の保護など）にシステム定義が必要となります。

本マニュアルでは、システム定義でのそれぞれのダイアログの表示方法とダイアログ内での操作方法に

ついて説明します。
システム定義の詳細については、「ユーザーズマニュアル＜命令編＞を参照してください。」

２－７－１　システム定義でのダイアログの表示
システム定義を行うダイアログの表示方法について説明します。
システム定義はプログラムと同一ファイル内に登録されます。そのため、システム定義を行うプログラム（ファ
イル）を開くことからはじめます。
◆プログラム（ファイル）を開きます。
◆［PLC機能(P)］メニューの［システム定義(S)］コマンドを選択します。
次に示す4つのサブコマンドが表示されます。

◆定義するコマンドを選択します。

各々コマンドを選択した場合に表示
されるダイアログについては、
「２－７－２」項を参照してください。



第２章　オフライン操作

２－６４

２－７－２　システム定義ダイアログでの操作
システム定義を行う場合のダイアログは、大別して4種類で構成されています。以降に各々のダイアログの表
示例と操作方法について説明します。

（１）システム登録ダイアログ
PLCシステム全体、プロセッサおよびプロセッサが搭載されたベースボード上のモジュールの動作（ダイレク
トアクセスなど）を定義するためのダイアログです。

（２）Tリンク登録ダイアログ
Tリンクに接続された機器個別の動作を定義するためのダイアログです。
◆左クリックで＊マークします。

タブを左クリックして各々定
義します。

使用するTリンクインタフェース（カード）
のチャネルNo.と同一のタブを左クリック
し定義します。
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（３）P/PEリンク、ME-Net登録ダイアログ
P/PEリンク、ME-Netインタフェースモジュール（カード）使用する場合に定義するためのダイアログです。

（４）メッセージモジュール登録ダイアログ
メッセージ通信を行う場合に定義するためのダイアログです。

　　　　　　　　　　

メッセージモジュールNo.

Tリンクを入出力拡張領域で使用する
場合は“1”を設定

通信相手の局番を設定

データモジュールNo.を設定

通信リンクの種別を指定
0～3：Tリンク、4～5：P/PEリンク
6：SUMINET、7：W24

メッセージモジュールの用途を指定
0：未使用、1：イニシャル
2：送信、3：受信
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２－８　プログラムの保存/オープン
作成中のプログラムを保存する方法と、既存のプログラムをオープンする方法について説明します。

２－８－１　プログラムを保存する
作成中のプログラム（表示中のプログラムウィンドウの内容）を保存する方法について説明します。

（１）プログラムをファイルに保存する
◆［ファイル(F)］メニューを選択します。
次に示すコマンドが表示されます。

◆［名前を付けて保存(A)］コマンドを選択します。
「ファイル名を付けて保存」ダイアログが表示されます。

ファイルの種類として、以下のいずれかが選択できます。
　・ラダーファイル（＊ . Ldx）……WINDOWS版形式の保存ファイルです。
　・D25Pローダファイル（＊ . Pgs）……MS-DOS版およびLITEローダ形式の保存ファイルです。

◆［保存する場所(I)］リストボックスに保存先のドライブ/フォルダを選択するか、新しくフォルダを作成
します。

◆［ファイル名(N)］テキストボックスに保存先のファイル名を入力します。
◆［保存(S)］ボタンを左クリックします。
新規ファイルとして保存されます。

プログラムファイルに保存します。
1度保存したファイルに変更を加え、このコマンド
を再び実行すると、元のファイルに上書きして保存
します。

新しいプログラムファイルとして保存します。
1度保存しているファイルと別のドライブ/フォル
ダ/名前で保存できます。
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（２）プログラム保存時のファイル内容
プログラムをファイルに保存すると、次の内容も同時保存されます。
・ラダーファイル（.Ldx）形式で保存した場合
＜＊ .LDXファイル＞
・ PLC機種情報
・ システム定義
・ ラダープログラム

＜＊ .TAGファイル＞
・ アドレスタグ名と説明文

＜＊ .CCTファイル＞
・ 回路コメント（テキスト文のみ。回路コメント表示位置を示す命令は“＊ .LDX”ファイルに保存）

＜＊ .CFGファイル＞
・ コンフィグレーションファイル（印刷環境設定など）

・D25Pローダファイル（.Pgs）形式で保存した場合
＜＊ .PGSファイル＞
・ PLC機種情報
・ システム定義
・ ラダープログラム

＜＊ .CMMファイル＞
・ コメントファイルの管理ファイル

＜＊ .C？？ファイル＞
・ 以下の識別子コメントファイル

拡張子 内容
.CMM コメントファイル管理ファイル
.CB1 B識別子コメントファイル
.CM1 M識別子コメントファイル
.CK1 K識別子コメントファイル
.CT1 T識別子コメントファイル
.CC1 C識別子コメントファイル
.CD1 D識別子コメントファイル
.CF1 F識別子コメントファイル
.CA1 A識別子コメントファイル
.CL1 L識別子コメントファイル
.CS1 S識別子コメントファイル
.CBW WB識別子コメントファイル
.CMW WM識別子コメントファイル
.CKW WK識別子コメントファイル
.CFW WF識別子コメントファイル
.CAW WA識別子コメントファイル
.CLW WL識別子コメントファイル
.CSW WS識別子コメントファイル
.CST TS識別子コメントファイル
.CRT TR識別子コメントファイル
.CSC CS識別子コメントファイル
.CRC CR識別子コメントファイル
.CDB BD識別子コメントファイル
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２－８－２　プログラムファイルをオープンする
すでに保存されているプログラムファイルをオープンする方法について説明します。
　◆［ファイル(F)］メニューを選択します。

次に示すコマンドが表示されます。

◆［開く(O)...］コマンドを選択します。
「プログラムファイルを開く」ダイアログが表示されます。

◆［ファイルの場所(I)］リストボックスで保存先のドライブ/フォルダを選択します。
◆［ファイル名(N)］テキストボックスで保存先のファイル名を選択または入力します。
◆［開く(O)］ボタンを左クリックします。
プログラムがウィンドウに表示されます。
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２－９　ブロック図命令
ここでは、ブロック図の編集について説明します。

２－９－１　ブロック図編集エリアについて
ブロック図1回路分の編集エリアは、以下のようになっています。このエリアに入力・出力・命令等を割り付
けます。

接続線割付エリア�

入力端子割付エリア� 出力端子割付エリア�

8ブロック�

命令・接続線割付エリア（5ブロック）�

入力端子割付エリア：  ［ブロック図入力］のみ割付可能です。

出力端子割付エリア：  ［ブロック図出力］と  ［コイル］のみ割付可能です。

接続線割付エリア：  ［縦接続］、  ［飛び越し］、  ［パス］のみ割付可能です。

命令・接続線割付エリア：命令および接続線が割付可能です。
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２－９－２　ブロック図の編集例
ここでは、ブロック図を作成する手順を、下の回路を例にとって説明します。
また、タグ入力は省略して記載しています。

＜プログラムの説明＞
①WB0より入力されるデータは、100で上限がかかります。
②①のデータとBD0のデータが加算されます。
③B10のSWがON：②の結果をBD20に出力し、かつ比較命令の入力として使用します。
B10のSWがOFF：BD10の内容をBD20に出力し、かつ比較命令の入力として使用します。

④③の結果が500より小さければB20はON、500以上ならB20はOFFします。

＜操作例＞
◆メニューバーから［編集(E)］－［ブロック図挿入(Z)］を選択します。
「ブロック図編集」ウィンドウが表示されます。

◆プログラムは基本的に左から右へ、上から下への順で入力していきます。
［共通(C)］タブから  ［ブロック図入力］ボタンを左クリックします。
◆ブロック図エリアの左上部分にカーソルを移動して、左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。
「アドレス1」に＜WB0＞を入力して、［OK］ボタンを左クリックします。

命令ボタン

命令グループタブ

カーソル

ブロック図
編集エリア
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◆次に示すように、ブロック図入力「WB0」が表示されます。

◆［アナログ(G)］タブから  ［上限］ボタンを左クリックします。
◆「ブロック図入力」の右隣の部分にカーソルを移動して、左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。
「アドレス1」に＜100＞を入力して、［OK］ボタンを左クリックします。

◆次に示すように、  「上限」命令が接続されます。

◆［算術演算(A)］タブから  ［加算］ボタンを左クリックします。
◆「上限」命令の右隣の部分にカーソルを移動して、左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。アドレスは後で  「ブロック図入力」を接続するときに
入力します。ここでは、何も入力せずに［OK］ボタンを左クリックします。

◆次に示すように、  「加算」命令が接続されます。

◆［転送(S)］タブから  ［スイッチ］ボタンを左クリックします。
◆「加算」命令の右隣の部分にカーソルを移動して、左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。
「アドレス1」に＜B10＞と入力して、「アドレス2」は後で入れるので空白のままにして［OK］ボタン
を左クリックします。
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◆次に示すように、  「スイッチ」命令が接続されます。

◆［共通(C)］タブから  ［ブロック図出力］ボタンを左クリックします。
◆「SW」命令の右隣の部分にカーソルを移動して、左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。
「アドレス1」に＜BD20＞を入力して、［OK］ボタンを左クリックします。

◆次に示すように、  「ブロック図出力」が接続されます。

◆「加算」命令に対する「ブロック図入力」を接続します。
 ［ブロック図入力］ボタンを左クリックします。

◆「加算」命令の真下部分にカーソルを移動して、左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。
「アドレス1」に＜BD0＞を入力して、［OK］ボタンを左クリックします。

◆次に示すように、「加算」命令に  「ブロック図入力」が接続されます。

◆「SW」の縦接続線を延長します。
 ［縦接続］ボタンを左クリックします。

カーソル



第２章　オフライン操作

２－７３

第
２
章

◆「SW」命令の真下部分にカーソルを移動して、左クリックします。
縦接続線が接続されます。

◆縦接続線に「ブロック図入力」を接続します。
 ［ブロック図入力］ボタンを左クリックします。

◆縦接続線の真下部分にカーソルを移動して、左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。
「アドレス1」に＜BD10＞を入力して、［OK］ボタンを左クリックします。

◆次に示すように、縦接続線に  「ブロック図入力」が接続されます。

カーソル
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◆「比較」命令を配置します。
［比較(I)］タブから  ［比較結果が小さい］ボタンを左クリックします。
◆「SW」命令右下部分にカーソルを移動して、左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。
「アドレス1」に＜500＞を入力して、［OK］ボタンを左クリックします。

◆次に示すように、「比較」命令が表示されます。

◆「SW」命令の出力と「比較」命令の入力を接続します。
［共通(C)］タブから  ［縦接続］ボタンを左クリックします。
◆「SW」命令のすぐ右横の「縦接続割付エリア」にカーソルを移動して、左クリックします。縦接続線が接
続されます。

◆再度、  ［縦接続］ボタンを左クリックします。
◆縦接続線の真下部分にカーソルを移動して、左クリックします。
次に示すように縦接続線と「SW」命令の入力が接続されます。

カーソル

カーソル
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◆  ［コイル］ボタンを左クリックします。
◆「比較」命令の右隣の部分にカーソルを移動して、左クリックします。
「アドレス入力」ダイアログが表示されます。
「アドレス1」に＜B20＞を入力して、［OK］ボタンを左クリックします。

◆次に示すように、「比較」命令の出力に「コイル」が接続されます。

◆［書込(E)］ボタンを左クリックします。「ブロック図編集」ウィンドウを閉じます。
作成したブロック図は、ラダー編集画面に挿入されます。

回路の作成が完了する前に［書込(E)］ボタンを左クリックするとエラーになり、編集画面を閉じるこ
とができないのでご注意ください。

カーソル

カーソル
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２－９－３　ブロック図編集上のポイント

（１）命令の各端子に接続可能なものについて
命令は、入出力の端子数や出力の種類によっておおまかに次の3タイプに分けられます。

①1入力（ワード）、1出力（ワード）タイプ  ......  INV、LMOV命令等
②2入力（ワード）、1出力（ワード）タイプ  ......  加算、減算、上限、AND命令等
③2入力（ワード）、1出力（コイル）タイプ  ......  比較、TBIT命令等

①の例 ②の例 ③の例

入力A 出力C 入力A 出力C

入力B

入力A 出力C

入力B

・「入力A」には  ［ブロック図入力］または接続線のみ接続できます。

・「入力B」には  ［ブロック図入力］、接続線を接続、またはアドレスや定数を入れることができます。

・「出力C」には①、②の場合は  ［ブロック図出力］または接続線、③の場合は  ［コイル］のみ

接続できます。

（２）命令、接続線等の削除について
削除は、カーソルを削除したいセル（枠）に合わせて、［DEL］キーを押します。

（３）命令、接続線等の挿入について
挿入機能はありません。上書きは可能です。

（４）ブロック図入力（出力）の配置について
ブロック図入力（出力）は、入力（出力）端子割付エリアまで自動的に接続線が接続されます。  ［パス］で
接続線をつないでいく必要はありません。また、2入力タイプ命令の下に配置した場合は命令入力に縦接続さ
れます。

セル①に  ［ブロック図入力］を配置した場合

③

②①
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セル②に  ［ブロック図出力］を配置した場合

セル③に  ［ブロック図入力］を配置した場合

（５）ブロック図の直角接続（縦線と横線の直角接続）
下の回路で、  ［加算］の出力と  ［乗算］の入力を直角接続させる場合、次に示す手順で行います。

◆［共通(C)］タブから  ［縦接続］ボタンを左クリックします。
◆  ［加算］と  ［減算］の間の「縦接続割付エリア」にカーソルを移動して、左クリックします。
縦接続線が接続されます。

◆再度、  ［縦接続］ボタンを左クリックします。
◆縦接続線の真下部分にカーソルを移動して、左クリックします。
次に示すように、縦接続線と  ［乗算］命令の入力が直角接続されます。

カーソル
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［乗算］命令を後から書く場合、下記手順になります。

◆［共通(C)］タブから  ［縦接続］ボタンを左クリックします。
◆  ［加算］と  ［減算］の間の「縦接続割付エリア」にカーソルを移動して、左クリックします。
縦接続線が接続されます。

◆再度、  ［縦接続］ボタンを左クリックします。
◆縦接続線の真下部分にカーソルを移動して、左クリックします。縦接続線が接続されます。

◆［算術演算(A)］タブから  ［乗算］ボタンを左クリックします。
◆  ［減算］命令の下にカーソルを移動して、左クリックします。「アドレス入力」ダイアログが表示さ
れるので、アドレスを入力して［OK］ボタンを左クリックします。

◆［共通(C)］タブから  ［縦接続］ボタンを左クリックします。
◆  ［乗算］命令の右の縦接続線にカーソルを合わせて、左クリックします。縦接続線が直角接続に変化
します。

カーソル

カーソル



第２章　オフライン操作

２－７９

第
２
章

２－９－４　ブロック図の制約
①8行を超える回路は作成できません。

9行�

エラー�

②一番左のシンボルについては入力信号が上から下に流れるような回路は作成できません。

上から下�

ここはOKです。�

ブロック図の入力は、左から右、下から上�

対策�

③信号が右から左に流れるような回路は作成できません。

右から左�

信号は左から右�

対策� A
A

④出力がOR接続するような回路は作成できません。
……これは論理的な誤りで、やってはいけません。

対策�

カーソル
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３－１　オンライン接続の準備
３－１－１　ハードウェアのシステム構成
パソコンローダをPLCとオンライン接続するには、次の2とおりの方法があります。

（１）ローダアダプタ（形式：FLT-ASFK）を使用して、PLCのローダコネクタに接続するシステム

RUN

 CAUTION �
SHORT AC100V�
OPEN AC200V

INPUT�
AC85̃132V�       OR�
AC170̃264V��

LG

FG

D1
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D1
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 DO
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16
DO

0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16

MICREX-F�PROGRAMMABLE�CONTROLLER

POWER

F70S

RUN�
ALM1�
ALM2�
BATRS-232C�

（市販品）� ローダケーブル�
FLC012A（付属）�

PLC

ローダアダプタ�
 FLT-ASFK

パソコン�

LO
A

D
E

RR
S

-232C

Personal  Computer  Loader  Adaptor  FLT-ASFK

PWR MODE  SET

●ご注意
Tリンクコンバータ（FRC100A-G02）、ローダコンセント（FTC020T）およびPLC機能内蔵プログ
ラマブル操作表示器（UD30シリーズ）には、本アダプタを接続しても使用できませんのでご注意くだ
さい。

（２）汎用インタフェースカプセル（形式：FFK120A-C10）を使用して、TリンクでPLCに接続するシステム

SD FG SDA RDA
SGT1

POWER SUPPLY 

POW

RUN

SND

RCV

DVE
100V-240V

FFK120A

T-LINK

RS-485

RS-232C

2

T-LINK RS-485

T2 SDB RDB

RUN

 CAUTION �
SHORT AC100V�
OPEN AC200V

INPUT�
AC85̃132V�       OR�
AC170̃264V��

LG

FG

D1
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D1
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 DO
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16
DO

0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16

MICREX-F�PROGRAMMABLE�CONTROLLER

POWER

F70S

RUN�
ALM1�
ALM2�
BAT

Tリンク�

RS-232C�
（市販品）�

パソコン�

汎用インタフェースカプセル�
FFK120A-C10

PLC
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３－１－２　スイッチの設定
システムの電源投入前にローダアダプタ（または汎用インタフェースカプセル）のスイッチの設定をします。
スイッチ設定は電源投入時のみ認識されます。
通常は、下記設定での使用をおすすめします。

・ ボーレート ：9600または19200または38400
・ データビット ：8ビット
・ パリティビット ：なし
・ ストップビット ：1

（１）ローダアダプタ（形式：FLT-ASFK）の設定

・各部の名称

Personal  Computer  Loader  Adaptor  FLT-ASFK

LO
A

D
E

RR
S

-232C

PWR MODE  SET

①�

③� ④�

②�

① D-sub 25ピン メスコネクタ�
　 市販のRS-232Cケーブルを接続してください。�
② ローダコネクタ�
　 付属のローダケーブルを接続してください。�
③ 電源表示灯�
　 本アダプタに電源が供給されていることを示します。�
④ 動作設定スイッチ�
　 本アダプタの動作設定を行うスイッチです。�
　 （図は、工場出荷時の設定です。）�

・動作設定スイッチの設定

1 2 動作モード�

パソコンローダモード�

リモート動作モード�

未使用�

未使用�

6 7 8 ボーレート�

38,400

19,200

9,600

4,800

2,400

1,200

600

300

ボーレート設定スイッチ�

ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8

注�・RS-232Cの他の設定は以下のように�
　なっています。�
　　スタートビット：1ビット�
　　ストップビット：1ビット�
・工場出荷時の設定は以下のとおり�
　です。�
　　動作モード　　：パソコンローダ�
  　モード�
　　データビット長：8�
　　パリティビット：無�
　　ボーレート　　：9600�
・ボーレート：19,200baud以上の設定�
　は、使用するパソコンのRS-232Cが�
　対応していなければなりません。�
・ボーレート：38,400は、FLT-ASFK�
　側でも対応されている必要があります。�
　FLT-ASFKの裏側のボーレート表に�
　38,400と記載されているものが対応�
　できます。�

パリティビット　偶/奇　ON ：偶数�
 OFF：奇数�

パリティビット　有/無　ON ：有�
 OFF：無�
データビット長 ON ：7ビット�
 OFF：8ビット�

モード設定スイッチ�
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・コネクタピンと信号名
RS-232Cインタフェース部のコネクタピンの配列と信号名は次のとおりです。

号番ンピ 名号信 向方号信
KFF ンコソパ─ 明説

1 GF スーア用安保

2 DS → ターデ信送

3 DR ← ターデ信受

4 STR → 求要信送

5 STC ← 可信送

6 RSD ← ィデレトッセターデ

7 GS 線帰通共

02 RTD → ィデレ末端ターデ

本アダプタ側のコネクタはメスです。ケーブル側には、オスコネクタを使用してください。�

＜正面より見た配列＞�

＜信号名＞�

M2.6ねじ�

13
12

11
10

9
8

7
6
5
4

3
2

1

25
24

23
22

20
19

18
17

16
15
14

21

（２）汎用インタフェースカプセル（形式：FFK120A-C10）の設定

・各部の名称

SD FG SDA RDA
SGT1

POWER SUPPLY 

POW
RUN
SND
RCV
DVE

100V-240V

FFK120A

T-LINK

RS-485

RS-232C

2

T-LINK RS-485

T2 SDB RDB

012
34

567890123
45
67

89ABCDEF 012
34

56789012
34

56789012
34

56789

T-LINK No. RS-485 No.MODE

OFF ON OFF ON

�

2

① 運転状態表示灯�

③ MODEスイッチ�

④ Tリンク局番スイッチ�

⑤ Tリンク終端抵抗�

⑥ RS-485局番スイッチ�
⑦ RS-485終端抵抗�

⑧ RS-232Cコネクタ�

⑨ 端子台�
取付穴  4×φ5.5

注�ケースバージョンNo.シール�
ローダ接続用として使用される場合、�
No. 1  以降のものでなければ使用でき�
ません。�

�

A部�A部詳細�

① 運転状態表示灯�
　 本カプセルの電源、運転、異常を表示するLEDです。�

号記 色示表 称名 件条灯点

WOP 緑 源電 源電部内〔源電のムテスシ ( ５＋ )V
〕電通が

NUR 緑 転運 態状能可信通

DNS 緑 中信送 中信送へ器機部外

VCR 緑 中信受 中信受りよ器機部外

EVD 赤 常異 部内（常異ドーハ ISL ）どな常異
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②RS-232Cのパラメータ設定
ローダ側のRS-232Cのパラメータ設定に合わせて、キャラクタ構成スイッチおよびボーレート設定スイッチ
を設定してください。

設定方法の詳細は、FFK120A-C10のユーザーズマニュアル（FH088）をご参照ください。

下図は工場出荷時の設定を示します。

・キャラクタ構成スイッチ

O
N

O
FF
1

2
3
4

5
6
7
8

未使用（すべて“OFF”のままにしておいてください。）�

目項定設 NO FFO

式方ズイラャシニイ 定設チッイス ルイァフルャシニイ

無／有トッビィテリパ 有 無

奇／偶トッビィテリパ 数　偶 数　奇

長トッビターデ 7 トッビ 8 トッビ

長トッビプットス 1 トッビ 2 トッビ

・ボーレート設定スイッチ：
このスイッチは2箇所以上“ON”しないでください。

O
N

O
FF
1

2
3
4

5
6
7
8 未使用（“OFF”のままにしておいてください。）�

19200baud

9600baud

4800baud

2400baud

1200baud

600baud

300baud

注�ボーレート：19,200baudの設定は、�
使用するパソコンのRS-232Cが対応�
していなければなりません。�

③MODEスイッチの設定
汎用インタフェースカプセルの動作モードを設定するスイッチです。パソコンローダを使用
する場合は、“B”に設定してください。

④Tリンクアドレスの設定
汎用インタフェースカプセルをパソコンローダ用として使用する場合は、Tリンクアドレスの設定は不要です。
設定しても、アドレスは無視されます。

F01

23
45

6789A
B
C

DE
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012
34

56789

×10 ×１�

012
34

56789

⑤Tリンクの終端抵抗　ON/OFFスイッチ
本カプセルがTリンクの終端になったとき、このスイッチをONして内部の終端抵抗を接続します。
（工場出荷時は“OFF”に設定されています。）

⑥RS-485　局番設定スイッチ　RS-485伝送路の局番スイッチ　
1：N構成で、RS-485にてスレーブ（N側の局）の扱いで使用される場合に局番を設定します。
前述のMODEスイッチが、No.2、3、Cに設定された場合に有効で、それ以外のモードでは
無視されます。
設定範囲は、00～99の範囲でダブらないように注意してください。
（工場出荷時は“00”に設定されています。）

⑦RS-485伝送路の終端抵抗のON/OFFスイッチ
RS-485伝送路の両端局になったとき、このスイッチをONして内部の終端抵抗を接続します。送信/受信ライ
ン共、2個同時に接続されます。
（工場出荷時は“OFF”に設定されています。）

⑧端子台
本カプセルの電源供給用端子、Tリンク接続用端子、RS-485伝送線の接続用端子があります。

FG

AC AC

SD

T1 T2

FG SDA RDA

SG SDB RDB

電源供給端子� Tリンク�
接続用端子�
（PLCのTリンク端子へ）�

RS-485接続用端子�

⑨RS-232Cコネクタ

・コネクタの配列と信号名
＜正面より見た配列＞�

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

25 24 23 22 20 19 18 17 16 15 1421

本カプセル側は、メスコネクタを使用しております。�
ケーブル側には、オスコネクタを使用してください。�

ンピ
号番 名号信 向方号信

器機部外　タプダア本 明説

1 GF スーア用安保

2 DS → ターデ信送

3 DR ← ターデ信受

4 STR → 求要信送

5 STC ← 可信送

6 RSD ← ィデレトッセターデ

7 GS 線帰通共

02 RTD → ィデレ末端ターデ

＜信号名＞�
�
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３－１－３　ローダ側の通信設定
ここでは、パソコンローダ側の各種通信パラメータをローダアダプタ（または汎用インタフェースカプセル）と
合わせる手順を説明します。

◆メニューバーから［オプション(O)］－［通信ポート設定(C)...］を選択します。
◆「通信ポート設定」ダイアログが現われます。
［PLCとの通信ポート(P)］リストで、パソコンのRS-232Cのポート番号（Com1～9）を選択します。
次に、［PLCとの通信ポート設定(M)］ボタンを左クリックします。

［通信タイムアウト秒(T)］は、必要に応じて大きくしてください。特に大きなプログラムを読み出すと
きには、100とか200位以上の値を入れてください。

◆ポートの設定をします。各種通信パラメータをローダアダプタ（または汎用インタフェースカプセル）と
合わせます。［フロー制御(F)］は［なし］を選んでください。次に、［OK］ボタンを左クリックします。

ダイアログの［ビット/秒(B)］はボーレートと同じ意味です。
［ストップビット(S)］は通常［1］を選択してください。

◆前のダイアログに戻るので［OK］ボタンを左クリックします。設定が完了します。
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３－２　オンライン接続
ここでは、PLCとオンライン接続する方法について説明します。
PLC本体のプログラムをモニタ/編集したり、PLC本体のプログラムをパソコンに転送して保存、あるいは逆
にパソコン内のプログラムをPLCに転送するなど、オンライン操作するときには必要な処理です。
「３－１　オンライン接続の準備」を済ませた後、次の手順でオンライン接続します。

◆メニューバーから［ファイル(F)］－［オンライン(I)...］を選択します。
（メインツールバーの  ［オンライン］ボタンを左クリックと同じです。）
◆「オンライン表示用タグファイル選択」ダイアログが表示されます。オンライン表示用のタグファイルが
ある場合には、表示させたいタグファイルを選択します。
特に表示させたいタグファイルがない場合には、［ファイル名(N)］の欄には初期値［タグファイルを必要
としない］のままにしておきます。
［開く(O)］を左クリックします。

タグとは、PLCの任意のアドレスに対して付けることのできる名札のようなものです。
タグの詳細は、第２章を参照してください。

◆プログラム読み込み中のメッセージ表示後、読み込みが完了するとPLC本体のラダープログラムが画面
表示されます。ここで表示される画面を「オンラインウィンドウ」と呼んでいます。
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ウィンドウのシート切替え表示
プログラムウィンドウの左下にあるファイル1、およびデータ1は、それぞれラダーシートおよびデータシート
に切り替えて表示するためのタブです。
左クリックすることで、選択したシートを表示します。

ラダープログラムの表示

データの表示

ウィンドウの分割表示
ウィンドウ右側の垂直スクロール下部にあるウィンドウ分割部をドラッグするとウィンドウを分割して表示す
ることができます。
ウィンドウ分割部にカーソルを合わせると、　 マークが表示されますので、左クリックしたまま、任意の位置
に移動してください。

分割表示例

元の表示に戻す場合は、ウィンドウ分割部をダブルクリックするかドラッグして、最下部に移動してください。

▲

ここをドラッグします
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PLCを停止した状態でオンライン接続した後でPLCを起動すると、以下のようなダイアログが表示さ
れる場合があります。このときはいったんオンラインウィンドウを閉じてから（最小化ではありませ
ん）、再度ウィンドウを開いてください。

これは、実際の機種と異なる機種設定のプログラムをPLCに転送した場合などに発生します。

PLCのプログラムをモニタ中に、ステータスバーの オンライン� 枠内が黄色表示になる場合がありま
す。（特に解像度の高いディスプレーで最大表示させたり、プログラムの表示倍率を変更して縮小表示
させたときに、表示画面中の接点・コイルや応用命令などの命令数が多い場合に発生し易い。）

オンライン� 枠が黄色表示中は、プログラムの接点・コイルのON/OFF状態や応用命令のデータ表示が
一部正しく行われなくなります。この場合には表示倍率を上げたり表示エリアを小さくして、表示画面
中の命令数が少なくなるようにしてください。

   

表示が正しく行われる状態に戻るとオンライン� 枠の黄色表示は消えます。

ここが黄色表示される

ステータスバー
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３－３　PLCの内容をファイルに保存
３－３－１　PLCのプログラムを保存する
ここでは、PLC本体のプログラムをパソコンにファイルとして保存する方法について説明します。
オンラインウィンドウを選択してから、次の手順で保存します。

◆メニューバーから［ファイル(F)］－［名前を付けて保存(A)...］を選択します。
◆「ファイル名を付けて保存」ダイアログが表示されます。

ファイルの種類として、以下のいずれかが選択できます。
　・ラダーファイル（＊ . Ldx）……WINDOWS版形式の保存ファイルです。
　・D25Pローダファイル（＊ . Pgs）……MS-DOS版およびLITEローダ形式の保存ファイルです。

◆［ファイル(N)］のテキストボックスに任意の名前を入力し、［保存(S)］ボタンを左クリックします。
保存するファイルの種類に応じて、拡張子「.LDXまたは .Pgs」を入力してください。

・ラダーファイル形式（＊ .Ldx）での保存例

・D25Pローダファイル形式（＊ .Pgs）での保存例

D25Pローダファイル形式（＊ .Pgs）で保存する場合、ファイル名は半角8文字以内にしてください。
D25Pは、MS-DOSアプリケーションのため、8文字を越えるファイル名は扱えません。　
8文字を越えるファイル名で保存した場合、D25Pからは、8文字以下に省略されたファイル名でのみ
参照されます。
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３－３－２　PLCのデータを保存する
ここでは、PLC本体のデータをパソコンに保存する方法について説明します。
オンラインウインドウを選択してから、次の手順で保存します。

◆メニューバーから［ファイル(F)］－［データ保存(D)...］を選択します。
◆「データ保存登録」ダイアログが表示されます。保存方法は、全データ、領域指定および、全データ＋プ
ログラムの3種類から選択できます。

F30、F50、F50H、F80、F100、F120（V04以前）シリーズの場合は、全データ＋プログラムは選
択できません。
全データ、領域指定、および全データ＋プログラムのいずれの保存方法でもタイマ(T)、カウンタ(C)の
アップビット領域を保存することはできません。

◆データを保存するには、ファイル名を指定する必要があります。［参照(B)］ボタンをクリックし、保存する
場所（フォルダ）とファイル名を指定します。拡張子は、保存方法により違いますが、自動的に付きます。
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３－４　ファイルの内容をPLCに転送
３－４－１　プログラムファイルの内容をPLCに転送
ここでは、パソコンにファイルとして保存してあるプログラムをPLC本体に転送する方法について説明します
（転送すると、前のプログラムに上書きされます）。
転送する前に、オンラインウィンドウを開く必要があります。はじめに、３－２節の手順でオンラインウィン
ドウを開いてください。

PLCが次の状態の場合、プログラムはPLCに転送できないので、PLC側も準備してください。
・キーSWによる運転切り換えのできるPLC（例えばF70SやF120S）で、PLCのキーSWが「RUN」
または「STOP」の位置にある場合。
　（対応）キーSWを「TERM」の位置に切り換えてください。
・PLCが運転中の場合。
　（対応）ローダからPLCを停止させてください。PLCの停止方法については３－５節を参照してください。
転送可能なファイルは、PLC Programmerで保存したファイル（拡張子Ldx）です。
LITEやDOS版ローダで保存したファイル（拡張子Pgs、Prg）の場合、一旦PLC Programmerでファ
イルを開いて、その後でファイルを保存して拡張子 Ldxのファイルを作成してください。

PLC側の準備ができたら、次の手順でプログラムをPLCに転送します。

◆メニューバーから［ファイル(F)］－［転送(L)...］を選択します。

◆「転送」のダイアログが表示されたら［ラダーファイル(F)］を選択し、［参照(B)...］ボタンをクリックし
ます。

◆「ラダーファイルをPLCに転送」ダイアログが表示されます。
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転送するファイルをマウスで左クリックして、［開く(O)］ボタンを左クリックします。
◆「転送」ダイアログの表示に戻ったら、［OK］ボタンを左クリックします。
◆プログラムの転送が終了すると、転送されたプログラムがオンラインウィンドウ内に表示されます。また、
オンラインウィンドウ上部のバーにはファイル名が表示されます。

３－４－２　データファイルの内容をPLCに転送
ここでは、パソコンにデータファイルとして保存してあるデータをPLC本体に転送する方法について説明しま
す（転送すると、前のデータに上書きされます）。
転送する前に、オンラインウィンドウを開く必要があります。はじめに、３－２節の手順でオンラインウィン
ドウを開いてください。

◆メニューバーから［ファイル(F)］－［転送(L)...］を選択します。

◆「転送」のダイアログが表示されたら［データファイル(D)］を選択し、［参照(R)...］ボタンを左クリック
します。

◆「データファイルをPLCに転送」ダイアログが表示されます。

転送するファイルをマウスで左クリックして、［開く(O)］ボタンを左クリックします。
◆「転送」ダイアログの表示に戻ったら、［OK］ボタンを左クリックします。

ファイル名
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注意� ［揮発データメモリを転送する(L)］をチェックした場合、B（入出力）領域も転送するため、デー
タ内容によっては、外部機器が異常動作をし、危険が生じる可能性がありますので、十分な注意が
必要です。

揮発データメモリ領域 ：WB、WM、WF、WA、WD、WL、W21～W24、W120～W125
不揮発データメモリ領域：WK、WS、W9、TS、TR、CS、CR、BD、W25、W26、W30～W109
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３－５　PLCの運転・停止
ここでは、ローダからPLCを運転または停止させる方法を説明します。

キーSWにより運転切り換えのできるPLC（例えばF70SやF120S）の場合、キーSWは「TERM」
の位置にしてください。「RUN」または「STOP」の位置のときには、ローダからの運転・停止操作は
できません。

次の手順でPLCの運転・停止をします。

◆メニューバーから［PLC機能(P)］－［PLCの運転/停止(R)］を選択します。
（メインツールバーの  ［PLCの運転/停止］ボタンを左クリックと同じです。）
◆ PLCを運転または停止する確認のダイアログが表示されます。［はい(Y)］ボタンを左クリックするとPLC
の運転または停止をします。

　　

運転�
�
停止� 　　
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３－６　オンラインプログラムの変更
ここでは、オンライン接続されたPLCのプログラム変更方法について説明します。

キーSWにより運転切り換えのできるPLC（例えばF70SやF120S）の場合、キーSWは「TERM」
の位置にしてください。「RUN」または「STOP」の位置のときには、ローダからのプログラム変更は
できません。

◆メニューバーから［編集(E)］－［編集モード(E)］を選択して、画面のモードを「モニタモード」から「編
集モード」に切り換えます。
（メインツールバーの  ［編集］ボタンを左クリックと同じです。）

現在の画面のモードはウィンドウ下部のステータスバーに表示されています。

モニタモード�
編集モード�

◆プログラムを編集します。（プログラムの編集方法については、第２章を参照してください。）

編集中のプログラムには、ラダープログラムの左右の母線に各種表示が出ます。表示には次のようなもの
があります。編集した回路をPLC本体に転送すると、これらの表示は消えます。（S表示は消えません。）

・M … 対象回路が変更されていることを示します。

・I … 対象回路が挿入されていることを示します。

・S … 対象回路が選択されていることを示します。
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・D … 対象回路が削除されていることを示します。

◆メニューバーから［編集(E)］－［変更回路をPLCに転送(H)］を選択して、編集した回路をPLCに転送
します。（メインツールバーの  ［変更回路をPLCに転送］ボタンを左クリックと同じです。）

注意�

運転中のPLCのプログラムを変更するときは、プログラムエラーなどでPLCが停止したりシステムが
思わぬ動作をする場合もありますので、十分安全を確認した上で行ってください。
特に、複数回路を変更した後の転送では、プログラムの書き込みが複数スキャンに渡って分割書き込み
されます。この場合、プログラムは一時的に変更前プログラムと変更後プログラムが混在した状態で動
作するので注意してください。
運転中のPLCにプログラムを転送しようとすると、確認のダイアログが表示されます。ここで［OK］
ボタンを左クリックすると、変更回路が転送されます。
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３－７　PLCのメモリクリア
ここでは、PLC本体のメモリをクリアする方法を説明します。PLCのメモリをクリアする方法は次の2とおり
あります。

①オンラインウィンドウを開いた状態でクリアする方法
②オンラインウィンドウを開かずにクリアする方法

② の方法は、PLC本体がメモリ異常になってしまったなどの理由でオンラインウィンドウが開けず、とりあえ
ずPLC本体の内容をクリアしたい時に使用します。

キーSWにより運転切り換えのできるPLC（例えばF70SやF120S）の場合、キーSWは「TERM」
の位置にしてください。「RUN」または「STOP」の位置のときには、ローダからのメモリクリアはで
きません。

３－７－１　オンラインウィンドウを開いた状態でクリアする方法
◆メニューバーから［PLC機能(P)］－［メモリクリア(M)］を選択します。
◆「メモリクリア」ダイアログが表示されます。クリアしたい項目のチェックボックスにチェックを入れ
ます。
［データ領域(D)］の場合には、［全データ(A)］または［モジュール(M)］のいずれかを選択します。［モ
ジュール(M)］を選択した場合には、右のテキストボックスにモジュール名（WM、WK、BD、W30な
ど）を入れてください。
項目を選択したら、［OK］ボタンを左クリックします。

◆ PLCが運転中の場合には、以下の警告メッセージが表示されます。本当にクリアしても大丈夫なことを
確認してから［はい(Y)］または［無視(I)］ボタンを左クリックします。

◆メモリクリアを実行し、再びオンラインウィンドウ表示に戻ります。
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３－７－２　オンラインウィンドウを開かずにクリアする方法
◆メニューバーから［ファイル(F)］－［メモリクリア付きオンライン接続(E)］を選択します。
◆以下の警告メッセージが表示されます。［はい(Y)］ボタンを左クリックします。

◆ PLCが運転中の場合には、以下の警告メッセージが表示されます。本当にクリアしても大丈夫なことを
確認してから［はい(Y)］または［無視(I)］ボタンを左クリックします。

◆メモリクリアを実行し、再びオンラインウィンドウ表示に戻ります。
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３－８　データ表示・設定
ここでは、PLCの任意のアドレスデータを表示（モニタ）および設定する方法について説明します。
データ表示・設定をする場合、［表示選択］タブから［データ1］タブを選択して、データ表示ウィンドウを
開いてください。

３－８－１　データ表示
ここでは、PLCのメモリ領域をビット表示およびワード表示する方法を説明します。

＜ビット表示をする＞
◆表示させたいアドレスを入力します。データ表示ウィンドウの「アドレス」のすぐ下部分を左クリック
します。（緑色の枠が表示されます。）
次に、左上のテキストボックスにアドレスを入力します。
その後、矢印ボタンを左クリックして、データ形式リストから［ビット］を選択します。

     データ形式について
データ形式は用途に応じて使い分けてください。一般的には以下のように使い分けします。

　　・ビット領域の表示 ........［ビット］を選んでください。
　　・ワード領域の表示 ........［D25P形式］を選んでください。
　　　

　　　

［データ1］タブ

テキストボックス

緑色の枠

矢印ボタン
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◆  ［入力］ボタンを左クリックします。（［Enter］キーを押しても同じです。）指定したビットの状態
（0のときはoff、1のときはon）が表示されます。

＜ワード表示をする＞
◆データ表示ウィンドウ上で先ほどアドレス入力した場所の真下部分をマウスで左クリックします。（例
ではアドレス［B0000］の下に緑色の枠が表示されます。）
次に、左上のテキストボックスにアドレスを入力します。
その後、矢印ボタンを左クリックして、データ形式リストから［D25P形式］を選択します。

◆   ［入力］ボタンを左クリックします。指定したワードの状態が表示されます。

３－８－２　データ設定
データ設定するには、まず初めにデータ設定操作するメモリアドレスを表示させる必要があります。データ
表示の方法は前の項目を参照してください。
ここでは、データ設定操作するメモリアドレスは既に表示させた状態から説明をします。

＜ビットデータをON/OFFする＞
◆ビットをON/OFFさせたいアドレスの右横のデータ表示エリア部をマウスで左クリックして選択しま
す。（緑色の枠が表示されます。）

◆次に、左上のテキストボックスに［1（またはON）］あるいは［0（またはOFF）］と入力してから
 ［入力］ボタンを左クリックします。指定されたアドレスのビットがONあるいはOFFします。

緑色の枠

テキストボックス
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＜ワードデータを設定する＞
◆データ設定させたいアドレスの16進数に対応するエリアをマウスで左クリックして選択します。（緑色
の枠が表示されます。）

◆次に、左上のテキストボックスに設定したいデータ（例えば［1234］）を入力して、  ［入力］ボタ
ンを左クリックします。指定されたアドレスのデータが書き換わります。

PLCが運転中で、かつ指定されたアドレスがプログラムの出力コイルまたは応用命令のデータ書き込み
先などになっている場合には、プログラム動作が優先します。
PLCの外部入力となっているアドレスに対するデータ設定についても、外部入力が優先します。

テキストボックス

緑色の枠
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３－９　強制セット/リセット
ここでは、運転中（または停止中）のPLCの任意の入出力を強制的にON/OFFさせる方法について説明します。
強制セット/リセットには、「継続性強制セット/リセット」と「瞬時性強制セット/リセット」があります。
・「継続性強制セット/リセット」は、入出力モジュールが実際に接続されたBアドレスを強制的にON/OFF
する時に使用します。

・「瞬時性強制セット/リセット」は、内部メモリ（M、Kなど）を強制的にON/OFFする時に使用します。
・ a接点の場合、強制セットで導通状態、強制リセットで非導通状態になります。
・ b接点の場合、強制セットで非導通状態、強制リセットで導通状態になります。

３－９－１　継続性強制セット/リセット
継続性強制セット/リセットが可能なメモリは、B領域で実際に入力あるいは出力モジュールが存在するエリ
アのみです。下のシステム構成の場合、B0～B1Fまでとなります。

CPU�
モジュール�

B0

0�
1�
2�
�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
�
F

B10

0�
1�
2�
�
・�
・�
・�
・�
・�
・�
�
F

L

16点出力�16点入力�

継続性強制セット/リセット機能により、以下のことが可能です。
・ 実際の入力のON/OFF状態に関わらず、ラダープログラムの入力を強制的にON/OFFできます。
・ ラダープログラムの出力のON/OFF状態に関わらず、実際の出力をON/OFFできます。
・ ローダからの強制セット/リセット/解除指令は、PLC本体側ではスキャンエンドのタイミングで反映
されます。

・ 強制セット/リセット状態は、解除するまで継続します。

キーSWにより運転切り換えのできるPLC（例えばF70SやF120S）の場合、キーSWは「TERM」
の位置にしてください。「RUN」または「STOP」の位置のときには、ローダからの継続性強制セット/
リセットはできません。

以下のプログラムを例にとって、入力/出力の継続性強制セット/リセット方法を説明します。
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（１）入力/出力の継続性強制セット
◆メニューバーから［PLC機能(P)］－［強制セット/リセット(A)］－［継続性強制セット(O)］を選択し
ます。

◆「継続性強制セット」ダイアログが表示されます。任意の入力または出力アドレス（タグ名でもよい）を
テキストボックスに入力して［OK］ボタンを左クリックします。

◆指定したアドレスが強制セットされます。また、この時指定したアドレスのシンボルの横に強制セットさ
れていることを示す●印が付きます。

・入力「B0」を強制セットした場合の例

・出力「B10」を強制セットした場合の例

（２）入力/出力の継続性強制リセット
◆メニューバーから［PLC機能(P)］－［強制セット/リセット(A)］－［継続性強制リセット(F)］を選択
します。

◆「継続性強制リセット」ダイアログが表示されます。任意の入力または出力アドレス（タグ名でもよい）を
テキストボックスに入力して［OK］ボタンを左クリックします。

◆指定したアドレスが強制リセットされます。また、この時指定したアドレスのシンボルの横に強制リセッ
トされていることを示す〇印が付きます。

・入力「B0」を強制リセットした場合の例

・出力「B10」を強制リセットした場合の例

強制セット表示

強制リセット表示

強制セット表示

強制リセット表示
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（３）継続性強制セット/リセットの解除
強制セット/リセットはPLCの電源を入切するか、ローダから解除操作するまで有効です。ここでは、1点単
位で強制セット/リセットの解除をする方法について説明します。一括解除させたい場合は、（４）項を参照し
てください。

◆メニューバーから［PLC機能(P)］－［強制セット/リセット(A)］－［継続性強制セット/リセット解除(C)］
を選択します。

◆「継続性強制セット/リセット解除」ダイアログが表示されます。任意の入力または出力アドレス（タグ
名でもよい）をテキストボックスに入力して［OK］ボタンを左クリックします。
強制セット/リセット状態は解除され、強制セット/リセット表示も消えます。

（４）継続性強制セット/リセット設定の確認
ここでは強制セット/リセット設定を複数箇所行い、どのアドレスが現在継続性強制セット/リセットされてい
るかを確認したいとき、および継続性強制セット/リセットを一括解除するときについて説明します。

◆メニューバーから［PLC機能(P)］－［強制セット/リセット(A)］－［継続性強制セット/リセット状態表
示(V)］を選択します。

◆「継続性強制セット/リセット状態」ダイアログが表示されます。
・状態を確認するだけなら、［OK］ボタンを左クリックしてダイアログを閉じます。
・一括解除するときは、［全て解除(C)］ボタンを左クリックし、次に［OK］ボタンを左クリックします。

（５）継続性強制セット/リセット時の動作
強制セット/リセットを行ったときの各部の動作は下表のようになります。

　 55F ズーリシ 55F ズーリシの外以

力入 DEL 示表 トッセ制強 / 示表を態状トッセリ 示表を力入の際実

力出 DEL 示表 示表を態状ルイコ力出の図ーダラ トッセ制強 / 示表を態状トッセリ

の点接力入の図ーダラ
通導 / 示表通導非

トッセ制強 / 示表を態状トッセリ

のルイコ力出の図ーダラ
通導 / 示表通導非

示表を果結行実のムラグロプ

力出の際実 トッセ制強 / 力出を態状トッセリ
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３－９－２　瞬時性強制セット/リセット
瞬時性強制セット/リセットは、F、LとSC以外のビットメモリ領域であれば、基本的に使用可能です。
瞬時性強制セット/リセット機能により、以下のことが可能です。
・ ラダープログラムで内部メモリ（M、Kなど）の接点アドレスを強制的にON/OFFできます。
・ ローダからの強制セット/リセット指令は、PLC本体側ではスキャンエンドのタイミングで反映されます。
・ 実際の入力に接続されているB領域の場合、強制セット/リセット指令は1スキャンだけ有効で、その後
は実際の入力状態に戻ります。

・ 実際の出力に接続されているB領域の場合、強制セット/リセット指令は受け付けますが、プログラムに
よる出力命令実行のタイミングで新しい出力状態になります。プログラムによる出力命令がなかったり、
PLCが停止中のときは指令状態を継続します。

・ 接点としてのみ使用されている内部メモリ（またはプログラムで使用されていない内部メモリ）の場合、
強制セット/リセットは保持されます。

・ コイルなどの出力先として使用されている内部メモリの場合、強制セット/リセット指令は受け付けます
が、プログラムによる出力命令実行のタイミングで新しい出力状態になります。

（１）瞬時性強制セット
◆メニューバーから［PLC機能(P)］－［強制セット/リセット(A)］－［瞬時性強制セット(M)］を選択し
ます。

◆「瞬時性強制セット」ダイアログが表示されます。任意アドレス（またはタグ名）をテキストボックスに
入力して［OK］ボタンを左クリックします。

◆指定したアドレスが強制セットされます。強制セットの特別な表示はありません。接点の導通状態が表示
されます。（a接点の場合）

（２）瞬時性強制リセット
◆メニューバーから［PLC機能(P)］－［強制セット/リセット(A)］－［瞬時性強制リセット(N)］を選択
します。

◆「瞬時性強制リセット」ダイアログが表示されます。任意アドレス（またはタグ名）をテキストボックス
に入力して［OK］ボタンを左クリックします。

◆指定したアドレスが強制リセットされます。強制セットの特別な表示はありません。接点の非導通状態が
表示されます。（a接点の場合）
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３－１０　PLCの診断
ここでは、PLCに何らかの異常が発生した時の診断方法について説明します。
（診断については、F80H/F120H/F120S/F140S/F150Sシリーズ＜トラブルシューティング編＞マニュア
ルNo. FH040も合わせてご覧ください。）

◆診断情報の画面を呼び出します。メニューバーから［PLC機能(P)］－［RAS表示(G)］を選択します。
RAS表示は次の5種類の表示タブから構成されます。

・フラグ
・アナウンスリレー領域
・ユーザプログラム異常
・Tリンク異常
・直結 I/O異常（バスエラー）

［フラグ］
PLC本体のフラグリレー（F領域）の状態を表示します。リレーがONしている項目には＊印が付きます。
また、表示項目を変更する場合には、ダイアログ右側の選択ボックスを左クリックしてください。
（フラグリレーの詳細については、＜命令編＞マニュアルNo. FH160を参照してください。）

・運転ステータス(R)
PLCの運転状態概要を示します。

     表示について
「現在」は、現在のPLCの状態表示です。
「1世代前」は、前回PLCの電源をオフする直前のPLC状態表示です。
「2世代前」は、前々回PLCの電源をオフする直前のPLC状態表示です。
・表示できる世代回数は、PLCの機種により異なります。
・世代前表示では、「アナウンスリレー領域」や「ユーザプログラム異常」等、PLC本体の機能により
表示されない項目があります。

このボタンにより、表示を
［現在］→［1世代前］→［2世代前］...
と切り換えできます。
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・重故障要因(F)
PLCの重故障要因について表示します。

・軽故障要因(N)
PLCの軽故障要因について表示します。
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・グループダウン診断(G)
グループダウンの情報を表示します。

・演算結果(E)
演算結果フラグの状態を表示します。
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・システムクロック(U)
PLC本体のクロックなどの状態を表示します。

・Pリンク(P)
Pリンクの構成/異常の状態について表示します。
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・Tリンク(T)
Tリンクの構成/異常の状態について表示します。
構成状態を見るには［構成(C)］を、異常状態を見るには［異常(A)］を選択してください。また、Tリ
ンクチャネルの項目で0～3チャネルのうちで表示させたいチャネルを選択してください。

・直結 I/O(O)
直結 I/Oの構成/異常の状態について表示します。
構成状態を見るには［構成(C)］を、異常状態を見るには［異常(A)］を選択してください。
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・オプションスロット(O)
オプションカードの構成/異常の状態について表示します。

・PEリンク(L)
PEリンクの構成/異常の状態について表示します。
また、PEリンクチャネルの項目で0～1チャネルのうちで表示させたいチャネルを選択してください。
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［アナウンスリレー領域］
PLC本体のアナウンスリレー（A領域）の状態を表示します。

［ユーザプログラム異常］
ユーザプログラム異常が発生した回路番号とエラー内容を表示します。
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［Tリンク異常］
Tリンクに接続されたTリンク機器の異常について表示します。

・最新(C)/履歴(T)
PLCは異常を複数回検知・記憶する機能があります。（記憶できる回数は機種により異なります。異常
発生回数が記憶可能な回数を超えると古い異常情報が捨てられます。）異常情報はPLCの電源を入切す
るまでPLC本体が保持しています。
最新の異常情報を表示させる場合には、最新(C)をONしてください。
前回の異常情報を表示させる場合には、履歴(T)をONしてください。
古い履歴を見る時には［戻る(B)］ボタンを左クリックしてください。

・チャネルNo.
TリンクのチャネルNo.を表示します。

・局番
異常発生のTリンク局番を表示します。

・日付/時刻
異常発生の日付/時刻を表示します。カレンダ機能を内蔵しているPLCのみ表示します。

・処理内容、分類、エラー内容
エラー内容が表示されます。

・Tリンク増設 I/O情報
Tリンク増設（FTL010またはNC1ET）ベース上の I/O異常の場合、どのスロットの I/Oが異常なの
かを表示します。
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［直結 I/O異常（バスエラー）］
PLCの基本ベースに接続された I/Oの異常について表示します。
　〈F55、F70、F70S、F80H、F120H、F120S～F150Sシリーズの場合の表示〉

・最新(C)/履歴(T)
PLCは異常を複数回検知・記憶する機能があります。（記憶できる回数は機種により異なります。異常
発生回数が記憶可能な回数を超えると古い異常情報が捨てられます。）異常情報はPLCの電源を入切す
るまでPLC本体が保持しています。
最新の異常情報を表示させる場合には、最新(C)をONしてください。
前回の異常情報を表示させる場合には、履歴(T)をONしてください。
古い履歴を見る時には［戻る(B)］ボタンを左クリックしてください。

・日付/時刻
異常発生の日付/時刻を表示します。カレンダ機能を内蔵しているPLCのみ表示します。

・モード
直結 I/Oの動作モード（スキャン同期/ダイレクト）の種別を表示します。

・チャネルNo.
CPUユニットの場合は0です。バス形増設ユニット（FDL）の場合は、増設ユニットのチャネルNo.
（設定ロータリSWの1桁目）を示します。

・局番
CPUユニットの場合は0です。バス形増設ユニット（FDL）の場合は、増設ユニットの局番（設定
ロータリSWの2、3桁目）を示します。

・ラックNo.
CPUユニットの場合は0です。バス形増設ユニット（FDL）の場合は、CPUから見て何番目の増設ユ
ニットかを示します。

・スロットNo.
CPUまたはFDLベース上のどのスロット位置かを示します。
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・エラー内容
エラー内容が表示されます。

　〈F30、F50、F50Hシリーズの場合の表示〉

・バスエラー
バスエラーの情報を表示します。

・リトライ回数
バスエラーのリトライ回数を表示します。

・エラーアドレス情報
バスエラーが発生した増設ユニットの情報を表示します。
ワードアドレス：エラー発生局の先頭ワードアドレスです。
入出力： 入出力の種別を表示します。
種　類： デジタル、アナログ等の種類を表示します。
I/O点数： 占有する I/O点数です。

　〈F60、F80、F81、F100、F105シリーズの場合の表示〉

・バスエラー
バスエラーの情報を表示します。

・リトライ回数
バスエラーのリトライ回数を表示します。

・エラースロット情報
バスエラーが発生したスロットの情報を表示します。
スロットNo.： エラー発生オプションプラグ（または I/Oモジュール）のスロットNo.です。
エラー内容： エラー内容です。
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　〈F120、F125シリーズの場合の表示〉

・エラースロット番号
バスエラーが発生したスロットNo.を表示します。

・エラー内容
エラー内容が表示されます。

・エラースロット情報
バスエラーが発生したスロットの情報を一覧表示します。

［RAS情報の保存］
［保存(S)］ボタンを左クリックすると、RAS情報をテキストファイルで保存することができます。

［ファイル名を付けて保存］のダイアログが表示されたら［保存する場所( I )］および［ファイル名(N)］を
指定してください。



第３章　オンライン

３－３８

［保存したRAS情報の表示（再生）］
保存したRAS情報ファイルは、WINDOWSのアクセサリーファイル［メモ帳］等のテキストエディタで確認で
きます。RAS情報ファイルが保存されている場所（フォルダ）、およびファイル名を指定して開きます。
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３－１１　2重化プロセッサ
ここでは、「プロセッサの2重化システム」を構成する場合の設定方法や機能について説明します。
本機能が使えるシリーズは、F70S、F120H、F120S～F150Sです。
（〈通信編〉マニュアルNo. FH161も合わせてご覧ください。）

◆ 2重化するための設定は、メニューバーの［PLC機能(P)］－［システム定義(S)］－［システム登録(S)］
を選択します。

◆［2重化プロセッサ(X)］のチェックボックスにチェックを入れます。
「2重化プロセッサデータメモリ(L)チェックボックス」：
2重化モード（ホットスタート［継続(N)］またはコールドスタート［イニシャル( I )］のいずれか）
を選択します。
F70S、F120H、F120S～F150Sシリーズは、コールドスタート（イニシャル）のみで、プロセッ
サ切換え時、データの受け渡しは行なわれません。

「2重化プロセッサ常用/予備(R)チェックボックス」：
マスタプロセッサ［常用：0局(M)］または、スレーブプロセッサ［予備：1局(V)］の設定を行ない
ます。



第３章　オンライン

３－４０

プロセッサ（PLC）が2重化運転されている時には、次の機能が使用できます。

３－１１－１　マスター/スレーブの切換え
現在運転中のプロセッサを待機側に、逆に待機中のプロセッサを運転側に切換えする機能です。

Tリンク� Tリンク�

運転中� 待機中�

切換�

待機� 運転�

POWER
RUN

POWER
RUN

POWER
RUN

POWER
RUN

◆ 切換えは、メニューバーの［PLC機能(P)］―［2重化プロセッサ(X)］―［マスター/スレーブ切換(M)］
を選択します。
「警告」ダイアログが表示されます。

マスター/スレーブの切換え後、新規にマスターとなったプロセッサのオンラインを開く：［はい(Y)］か、
オンラインウィンドウを閉じる：［いいえ(N)］か、処理を中止する：［キャンセル］かを選択します。

マスター/スレーブの切換えを実行しても、システム定義に登録された内容は変りません。



第３章　オンライン

３－４１

第
３
章

３－１１－２　交信プロセッサの切換え
通常ローダと交信するのは運転中のPLCです。待機中のPLCのシステム定義、プログラム、データなどを読
出したり、書込む場合にこの機能を使い、交信先のPLCを切換えます。

MICREX-F�PROGRAMMABLTE�CONTROLLER
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POWER

DC24V ALM
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ALM2�
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LER�
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TEST�
STOP�
TEAM�
RUN

ROM

BAT/CH.NO

LOADER

MICREX-F�PROGRAMMABLTE�CONTROLLER
FPU152S

POWER

DC24V ALM

POW�
PUN�
ALM1�
ALM2�
BAT

RUN�
S/R�
HER�
LER�
TER

RUN�
S/R�
HER�
LER�
TER

TEST�
STOP�
TEAM�
RUN

ROM

BAT/CH.NO

LOADER

MICREX-F�PROGRAMMABLTE�CONTROLLER
FPU152S

POWER

DC24V ALM

POW�
PUN�
ALM1�
ALM2�
BAT

RUN�
S/R�
HER�
LER�
TER

RUN�
S/R�
HER�
LER�
TER

TEST�
STOP�
TEAM�
RUN

ROM

BAT/CH.NO

LOADER

MICREX-F�PROGRAMMABLTE�CONTROLLER
FPU152S

POWER

DC24V ALM

POW�
PUN�
ALM1�
ALM2�
BAT

RUN�
S/R�
HER�
LER�
TER

RUN�
S/R�
HER�
LER�
TER

TEST�
STOP�
TEAM�
RUN

ROM

BAT/CH.NO

LOADER

通常の交信�

待機中�
Tリンク� Tリンク�

運転中� 待機中�運転中�

交信�

Tリンク経由で�
交信�

切換�

切換え後の交信�

◆切換えは、メニューバーの［PLC機能(P)］―［2重化プロセッサ(X)］―［交信プロセッサ切換(C)］を
選択します。
「警告」ダイアログが表示されます。

交信プロセッサの切換え後、オンラインウィンドウを開き直す：［OK］か、処理を中止する：［キャンセ
ル］かを選択します。
切換え後に再度、この機能を実行すると運転中PLCのオンラインウィンドウに切換わります。
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３－１２　ローダネットワーク
ローダネットワークは、ローダからPリンクやPEリンクを経由して他のPLCに接続する機能です。1ヵ所の
PLCにローダを接続しているだけで、ネットワークに接続された他のPLCのプログラムやデータのモニタ・編
集が行なえます。
この機能が使用できるCPUユニットは、F70S、F120H、F120S～F150Sシリーズです。旧シリーズCPU
（F105、F125、F205、F225）ではこの機能は使えませんが、リンク上に混在使用はOKです。

例）Pリンクの局番1からPリンクを経由して局番7のCPUに接続

①� ⑤� ⑦�
Pリンクの局番�

CPU CPU CPU

ローダソフトVersion1.10.xxxでは、PリンクとPEリンクのローダネットワークのみサポートします。
他のPLCに接続する場合は、［ネットワーク接続(C)］機能を使います。
他のPLC接続をやめて自局に接続する場合は、［ネットワーク解除(R)］機能を使います。
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３－１２－１　ネットワーク接続
◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［ローダネットワーク(N)］―［ネットワーク接続(C)］を選択しま
す。

◆「ローダネットワーク接続」ダイアログが表示されます。

①ネットワークタイプ
使用するネットワークのタイプを選んでください。

②リンクNo.
リンクNo.は、PリンクまたはPEリンクの場合に設定します。
自局CPUに装着しているPリンクおよびPEリンクカードの合計が1枚の場合は、0チャネル（0）を選
択してください。
自局CPUに装着しているPリンクおよびPEリンクカードの合計が2枚の場合は、CPUに近い側の場合、
0チャネル（0）、もう一方のカードは1チャネル（1）になります。
どちらのリンクに接続されている相手と接続するかによって、リンクNo.を選択します。

③局番（T）
接続する他局CPUの局番を設定してください。

④タグファイル
オンライン表示する時、タグも画面上に表示させたい場合に設定します。
［参照(B)］ボタンを左クリックし、「オンライン表示用タグファイル選択」ダイアログにて表示させたい
タグファイルを選択し、［開く(O)］ボタンを左クリックしてタグファイルの設定をします。

◆［OK］ボタンを左クリックします。
他局CPUのプログラムが表示されます。オンライン操作は、自局CPUに接続した場合と全く同じです。
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３－１２－２　ネットワーク解除
◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［ローダネットワーク(N)］―［ネットワーク解除(R)］を選択します。

◆「オンライン表示用タグファイル選択」ダイアログが表示されます。

タグファイルを表示させる必要がない場合には、［ファイル名(N)］テキストボックスの内容を〈タグファ
イルを必要としない〉のままにしておきます。
タグを表示させたい場合には、［ファイル名(N)］テキストボックスに表示させたいタグファイルを設定し
てください。

◆［開く(O)］ボタンを左クリックします。
自局CPUのプログラムが表示されます。

ローダの電源OFF、ローダの接続ケーブルをはずす、ローダが接続されているPLCの電源OFFでもネッ
トワークは解除されます。
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３－１３　サンプリングトレース
サンプリングトレース機能は、本ローダにて、ある指定したポイントを境にその前後のデータをPLC内のサン
プリングトレースメモリに格納する機能です。また、そのメモリをモニタする事によりデータ変化の履歴・追
跡を行う事ができます。サンプリングするデータはローダにて登録し、ビットデータ最大8点（SC領域を除
く）、ワードデータ最大3点まで可能です。サンプリング間隔はスキャン毎か、時間（10ms～99990ms）毎
で設定でき、さらに境とするポイントはキー入力にて行うか、プログラムのアナウンスリレーにて行うか指定
できます。このサンプリングトレース機能は前後のデータ変化をモニタする事ができる為、ある事象の要因を
追求する様な時、効果的です。

サンプリングトレース対応PLC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　F70、F70S、F80H、F120（VO5以降）、F120H、F120S～F150Sシリーズ

サンプリングトレースの作業手順
サンプリングトレースを実行する場合のローダの作業手順
は、次のようになります。

�

�

�

〈サンプリングトレース登録〉�
・サンプリングするアドレス�
・トレースの方式　　　　　�
・トレースの回数　　　　　�
を指定します。　　　　�

〈サンプリングトレース開始〉�
トリガポイントの設定をしたうえで、
サンプリングトレースを開始します。�

〈サンプリングトレース結果表示〉�
サンプリングトレースした結果を表示
します。　　　　　　　　　　　　　�

〈サンプリングトレース全解除〉�
PLC内部のサンプリングトレースメモ
リをクリアします。　　　　　　　　

　  

スタート�

終　　了�

指定したポイント

▼

サンプリングトレース結果表示例

①グラフ（タイムチャート）表示 ②テキスト（ON/OFF）表示
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次にひとつのプログラム例をあげ、説明します。このプログラムはW24（ダイレクトアクセス）を使用してい
るので、システム定義登録にダイレクトアクセスの定義をする必要があります。

上のプログラムの説明
①ある不確定データが入力W24.0に入力される時、入力データが0以外になると、サンプリングトレースを
開始します。

②更に5000以上のデータが入力された時、その時点を境にして、W24.0のデータを前後□□個ずつ、□□
□□□ms毎にサンプリングトレースします。

A200： サンプリングトレース
イネーブルフラグ（許可フラグ）

A201： サンプリングトレース
実行フラグ

W24.0：I/O はダイレクトアクセスの設
定です。
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３－１３－１　サンプリングトレース登録
ここでは、サンプリングトレースの登録について説明します。
例として、W24.0のデータをスキャン間隔で前後100回トレースする登録をします。

◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［サンプリングトレース(T)］―［サンプリングトレース登録(R)］を
選択します。

◆「サンプリングトレース登録」ダイアログが表示されます。
ビット、ワード、トレース回数、トレース方式を設定して、［OK］ボタンを左クリックします。サンプリ
ングトレース登録の内容がPLC本体に設定されます。

〈ダイアログの説明〉
［ビット( I )］テキストボックス
サンプリングするビットアドレス（SCを除く）の登録をします。（最大8点）
［ワード(W)］テキストボックス
サンプリングするワードアドレス（SCを含む）の登録をします。（最大3点）

トレース回数
サンプリングしたい回数をデータ位置アドレス“0”を中心としてマイナス方向、プラス方向にそれぞれ0～
999回の範囲で登録します。ただし、回数の設定は、下記範囲に納まる様にしてください。

注1）8192バイト（プロセッサ内サンプリングデータエリア）≧（ビットデータバイト数＋ワードデータバイ
ト数）×（トレース回数＋1）
ビットデータバイト数：ビットアドレス1点につき1バイトと換算します。
ワードデータバイト数：16ビット長領域1点＝2バイト、32ビット長領域1点＝4バイトと換算します。

注2）トレース回数は、－回数と＋回数の合計を求めます。
注3）データ位置アドレス“0”はシーケンスプログラムでアナウンスリレーA200、およびA201を使用して

設定します。
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トレース方式
トレース方式として、以下の3つの方法から選択して使用します。

・毎スキャン（E）
スキャン同期でデータのサンプリングをしたいときに設定します。

・時間（×10ms）（T）
任意の時間間隔でデータのサンプリングをしたいときに設定します。時間は10ms～99990msの範囲で
指定できます。
（設定は1～9999×10ms）

・コイルトレース（C）
A200（イネーブル）をONした状態で、A202（コイル）がセットされているときのサンプリングデータ
が格納されます。
A201（ポイントセット）がセットされた時点を境に（0ポイント）、＋方向としてサンプリングします。
コイルトレースは、F120では対応していません。
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３－１３－２　サンプリングトレース実行
ここでは、サンプリングトレースの実行について説明します。
サンプリングトレースの実行には、ローダのキー操作で行う方法と、シーケンスプログラムで行う方法があり
ます。

サンプリングトレースデータがPLC内部に残った状態でサンプリングトレースを実行すると、下記
「確認」ダイアログが表示されます。

［はい(Y)］ボタンを左クリックすると、トレースデータを解除（クリア）して、サンプリングトレース
を実行します。

（1）ローダで行う方法
①トリガ指定なし（N）
［OK］ボタンが押された時点で、サンプリングトレースを－方向の最大アドレスから＋方向に順に行い
ます。
サンプリングデータはスキャンエンドでの値になります。

②リレー立上り（O）/リレー立下り（F）
－方向のデータを収集し、指定ビットアドレスの立ち上がり/立ち下がりで0ポイント位置を設定し、
サンプリングを＋方向に行います。

（2）シーケンスプログラムで行う方法
③アナウンスリレーA200（イネーブル）のセットでサンプリングトレースを開始し、A201（0ポイン
トセット）がセットされた時点を境にして＋方向に行います。
次に動作タイムチャートを示します。

イネーブル（A200）�

0ポイントセット（A201）�

サンプリング中（A210）�

サンプリング完了（A211）�

－方向�
サンプリングデータ�
収集�
�

－方向�
サンプリングデータ�
収集�
�

サンプリング回数が－設定値�
を超えた場合、新しいデータ�
が上書きされていきます。�

＋設定値に満たない場合は�
そこまでのデータを保持し�
ます。�

　＋方向�
サンプリング実行�
�

“0”�

リセット�

同時に認識されません。�
リセットされるまで認識されません。�

以後サンプリングは�
実行されません。�

サンプリング�
“0”点�
立上りで認識されます。�

－サンプリング開始�
この時点で旧データは�
キャンセルされます。�
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④コイル・トレース（F120シリーズを除く）
アナウンスリレーA200（イネーブル）のセットでサンプリングトレースを開始し、A202（コイル）が
セットされた時のデータをサンプリングします。また、A201（ポイントセット）がセットされた時点
を境にして、＋方向に行います。
次に動作タイムチャートを示します。

“－”方向サンプリング実行�
�

“－”方向サンプリング実行�
�

“＋”方向�
サンプリング実行�
�

“＋”方向�
サンプリング�
実行�
�

サンプリング回数が“－”設定値�
を超えた場合、新しいデータが�
上書きせれる。�

“＋”設定値に満たない�
場合、完了リレーをセット�
せずにそこまでのデータを�
保持�

リセットされるまで�
認識されず�

サンプリング“0”点�
立上りにて認識�

“－”サンプリング開始�
この時点で旧データは�
キャンセルされる。�

以降トレースは�
実行されず�

リセット�

トレース実行�トレース実行�

イネーブル�
（A200）�

コイル　�
（A202）�

0ポイントセット�
（A201）�

コイル（A202）�
実行　　�

サンプリング中�
（A210）�

サンプリング完了�
（A211）�

コイルがOFF時�
ビットは無視�

①の方法
◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［サンプリングトレース(T)］―［サンプリングトレース開始(S)］を
選択します。

◆「サンプリングトレース開始」ダイアログが表示されます。
［トリガ指定なし(N)］を選択して、［OK］ボタンを左クリックします。
サンプリングのデータ収集を行います。
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②の方法
◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［サンプリングトレース(T)］―［サンプリングトレース開始(S)］を
選択します。

◆「サンプリングトレース開始」ダイアログが表示されます。
［リレー立ち上がり(O)］、または［リレー立ち下がり(F)］を選んで、テキストボックスに指定ビットアド
レスを入力して、［OK］ボタンを左クリックします。

③の方法
1）W24.0のデータが5000より小さいときは、A200（トレースイネーブル）がONして、データ収集（－
方向）を始めます。

2）W24.0が5000より大きくなると、A201（トレース実行）もONして、＋方向データ収集を行います。
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“0”スロットに装着された割込入力モジュールの0ch に割込信号が
セットされ、外部割込プログラム“PROG60”が起動される毎に指定
したリレー、コイルのON/OFF状態、およびワードデータの内容をト
レースします。

④の方法

割込モジュール�

CPU�
モジュール�

プログラム例

PROG　60　　0　　0

W24.0　　LMOV　　　WM0

イネーブルコイルのある条件にてセットします。�
（サイクリックプログラムにてセットしても可）�

PEND

A200
S

A202M0

A201

A200
R

…
…
…
…�

…
…
…
…�
…
…
…
…�

M8は“0ch”の外部割込入力�

ある条件にて“0”ポイントを指示�

イネーブルコイルのある条件にてリセットします。�

�

コイル・トレースは、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・外部割込入力信号毎の各種データのサンプリング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・定周期割込毎の各種データのサンプリング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・同一スキャン内で変化する各種データのサンプリング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
を行うのに有効な機能です。
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３－１３－３　サンプリングトレースの表示
サンプリングトレース実行により収集したデータはグラフ（タイムチャート）表示、またはテキスト（ON/OFF）
表示により読み出せます。

◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［サンプリングトレース(T)］―［サンプリングトレース結果表示
(D)］を選択します。

◆「サンプリングトレース結果表示」ダイアログが表示されます。
テキスト(T)、グラフ(G)ボタンにより、表示を切り換えられます。
また、各アドレス左側のチェックボックスにて、表示/非表示ができます。

〈グラフ表示例〉

〈テキスト表示例〉

テキスト表示の場合、ビットアドレスはOFFは“.”、ONは“x”で表示します。
ワードアドレスは、16進数値（またはBCD）で表示します。
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３－１３－４　サンプリングトレースの全解除
サンプリングトレースの全解除は、PLC本体のメモリに記憶されているサンプリングトレース登録データおよ
び収集したトレースデータの両方を消去する機能です。
PLC本体の電源断でも全解除（消去）されます。

◆ メニューバーから［PLC機能(P)］―［サンプリングトレース(T)］―［サンプリングトレース全解除(C)］
を選択します。
サンプリングトレースデータが全解除（消去）されます。
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３－１４　ステータスラッチ
３－１４－１　機能概要
本機能は各種データを任意のラッチポイントにて、その時点のデータをPLC本体内のステータスラッチメモリ
に格納するものです。また格納されたデータをモニタすることができます。ラッチの実行にはプログラムのア
ナウンスリレーで行うものと、B領域上の入力スイッチで行うものと、ローダのキー入力で行うものと3種類
の方法があります。
本機能はシステムの事象発生時の解析を行う時に効果を発揮します。

ステータスラッチ対応PLC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
F70、F70S、F80H、F120（VO5以降）、F120H、F120S～F150Sシリーズ
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①ステータスラッチ　イネーブルフラグA208は、セットコイル　　　　　でも、コイル　　　　　でも
　OK。ただし、上図のようにセットコイルとすると、リセット回路も必要となります。　　　　　　　
②ステータスラッチ実行フラグA209は、コイル　　　　　で使用してください。セットコイルでは動作
　しません。　　　　　

S
A208 A208

A209

３－１４－２　プログラムの作成

（１）アナウンスリレーを使ったプログラム例

①B0、B1、のいずれかの接点がONで、A208がセットされ、ステータスラッチの動作準備完了となる。
②B3がONした時点のタイマ現在値をPLC内のステータスラッチメモリに格納する。
③B2のONで、A208はリセットされる。

（２）外部入力スイッチB10を動作させて実行するプログラム例

① Pカプセルが運転に入ると、タイマが計時動作を開始する。
②入力カードに接続されたスイッチB10をONした時点のタイマ現在値を、PLC内ステータスラッチメモリに
格納する。

入力スイッチB10は、プログラム上には不要です。

（３）ローダのキー操作で実行するプログラム例
①Pカプセルが運転に入ると、タイマが計時動作を開始する。
②ローダキー操作で、実行した時点のタイマ現在値をPLC内ステータスラッチメモリに格納する。
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３－１４－３　ステータスラッチの登録
ここでは、ステータスラッチの登録について説明します。
例として、タイマ現在値TR0をステータスラッチメモリに登録する方法を説明します。

◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［ステータスラッチ(L)］―［ステータスラッチ登録(R)］を選択し
ます。

◆「ステータスラッチ登録」ダイアログが表示されます。
TRのテキストボックスの［開始(S)］、［終了(E)］にそれぞれ0を入力して、［OK］ボタンを左クリック
します。ステータスラッチ登録の内容がPLC本体に設定されます。

〈ダイアログの説明〉

［全てクリアボタン］
画面上の範囲設定をクリアします。

領域の全アドレスをラッチする場合、
＊（アスタリスク）を付けます。

領域の範囲指定をする場合、開始(S)
と終了(E)にアドレスを入れます。

ユーザファイル領域等の場合、ここにファイルNo.（データ
モジュールNo.）を入れます。
この例では、W30.0～W30.99の範囲指定になります。
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ステータスラッチ登録したアドレス

登録表示にて設定したアドレス

［登録表示編集(D)］ボタン
ラッチ指定したアドレスや、ビット領域（B、M、K等）で特に確認したいアドレスを選択表示させたい
場合に使います。

（ステータスラッチ結果表示例）

［追加(A)］ボタンを左クリックして、「登録表示編集」 ダイアログのテキストボックスにアドレスを入
力して［OK］ボタンを左クリックします。
選択表示されるアドレスが登録されます。
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３－１４－４　ステータスラッチ実行
ここでは、ステータスラッチの実行について説明します。
ステータスラッチの実行には、（1）プログラムで行う方法、（2）外部入力スイッチを動作させて行う方法、（3）
ローダのキー操作で行う方法があります。

（１）プログラムで行う方法
3-14-2項（1）のプログラムを例に説明します。
①B0またはB1をONして、ステータスラッチイネーブルフラグ（A208）をONする。
②B3をONして、ステータスラッチ実行フラグ（A209）をONする。この時点でのタイマ（T0）の現
在値（TR0）がステータスラッチメモリに格納されます。

（２）外部入力スイッチを動作させて行う方法
3-14-2項（2）のプログラムを例に説明します。
① ローダで以下の操作を行う。
◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［ステータスラッチ(L)］―［ステータスラッチ開始(E)］を選択しま
す。

◆「ステータスラッチ開始」ダイアログが表示されます。
［リレー立上り(O)］を選択し、テキストボックスに外部入力スイッチのアドレスを入れて［OK］ボタン
を左クリックします。

前回登録したデータがPLC内部に残った状態でステータスラッチを実行すると、下記「確認」ダイア
ログが表示されます。

［はい(Y)］ボタンを左クリックすると、データを解除して、新しいデータを登録します。

②外部入力スイッチ（B10）をONする。この時点でのタイマ（T0）の現在値（TR0）がステータスラッ
チメモリに格納されます。
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（３）ローダのキー操作で行う方法
3-14-2項（3）のプログラムを例に説明します。

①ローダで以下の操作を行う。
◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［ステータスラッチ(L)］―［ステータスラッチ開始(E)］を選択します。
◆「ステータスラッチ開始」ダイアログが表示されます。
［トリガ指定なし(N)］を選択し、［OK］ボタンを左クリックします。
この時点でのデータがステータスラッチメモリに格納されます。

３－１４－５　ステータスラッチ結果表示
ステータスラッチしたデータは、以下の手順で表示します。

◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［ステータスラッチ(L)］―［ステータスラッチ結果表示(D)］を選
択します。

◆「ステータスラッチ結果表示」ダイアログが表示されます。

〈ダイアログの説明〉

［データ領域(D)］
［登録表示］を選択すると、3-14-4項で登録したアドレスが表示されます。
［WB］、［WM］、［WK］等を選択すると、指定された種類のアドレスが表示されます。

［追加(A)］ボタン
登録表示で選択表示を追加する場合に使います。
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３－１４－６　ステータスラッチの全解除
ステータスラッチの全解除は、PLC本体に記憶されているステータスラッチ登録データ、および収集したラッ
チデータの両方を消去する機能です。
PLC本体の電源断でも全解除（消去）されます。

◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［ステータスラッチ(L)］―［ステータスラッチ全解除(C)］を選択
します。
ステータスラッチデータが全解除（消去）されます。
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３－１５　トリガ（モニタ画面を停止させる）
トリガ機能は、運転中のPLCの回路をモニタ中に、任意の接点（またはコイル）の立ち上がり（または立ち下
がり）のタイミングでモニタ表示を停止させる機能です。（SCにはトリガ設定できません）

トリガ対応PLC
 F70、F70S、F80H、F120（V05以降）、F120H、F120S～F150Sシリーズ

＜使用例＞
B0～B3はリミットSWや光電SW等で、これらのうちどれかが時々ONしているらしい。通常のモニタ
ではON/OFFをとらえられないので、下記プログラムを作成し、トリガをかけてどの接点がONしている
のかを確認する。

３－１５－１　トリガの設定と完了
ここでは、「コイルM0の立ち上がり」という条件でトリガを設定する手順について説明します。

◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［トリガ(G)］―［トリガ設定(S)］を選択します。
◆「トリガ」ダイアログが表示されます。
リレー立ち上がり(O)　を選択し、テキストボックスには「M0」と入力して［OK］ボタンを左クリック
します。

◆トリガ実行中は画面下部のステータスバーに、トリガアドレスとトリガ条件（リレー立上り：ON、リレー
立下り：OFF）が表示されます。

◆トリガ条件が成立（トリガ完了）すると、モニタ表示が停止します。

トリガ実行中表示
緑色：トリガ待ち
赤色：トリガ完了
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３－１５－２　トリガの解除

◆メニューバーから［PLC機能(P)］―［トリガ(G)］―［トリガ解除(C)］を選択します。トリガが解除さ
れ、トリガ実行中表示が消えてモニタを再開します。

以下の操作でもトリガは解除されます。
・スクロールや拡大・縮小等により、画面を変更すると設定解除になります。
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ヘッダー：
　ページの最上段に印刷
　されるテキスト文

フッター：
　ページの最下段に印刷
　されるテキスト文

余白：
　単位はcm

◆ 必要に応じて各項目の設定を行います。
◆［OK］ボタンを左クリックします。

４－１　印刷機能の概要
印刷機能には、次に示す機能があります。

①共通設定
②個別設定 ラダー（プログラム）印刷

I/Oデバイスリスト印刷
デバイス使用状況印刷
デバイスクロスリファレンス印刷
システム定義印刷
データ印刷

③プリンタの設定
④印刷プレビュー

上述した各項目について以降に説明します。

４－１－１　共通設定
共通設定では、各印刷項目に対して共通に印刷される内容など（ヘッダー、フッター、余白）の設定を行いま
す。

（１）共通設定ダイアログの表示と設定
共通設定ダイアログは次に示す2とおりの操作で表示できます。

①ページ設定コマンドを使用する。
◆［ファイル(F)］メニューの［ページ設定(U)...］コマンドを選択します。
「ページ設定」ダイアログが表示されます。
◆［共通設定］タブを左クリックします。
次に示すダイアログが表示されます。

②印刷コマンドを使用する。
◆［ファイル(F)］メニューの［印刷(P)...］コマンドを選択します。
「印刷」ダイアログが表示されます。
◆［ページ設定(P)］ボタンを左クリックします。
「ページ設定」ダイアログが表示されます。
◆［共通設定］タブを左クリックします。
次に示すダイアログが表示されます。
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印刷する項目の各々のタブを左クリックし、
設定していきます。

４－１－２　個別設定
個別設定では、各項目（以下に示す）の印刷範囲および内容を設定できます。
・ ラダー（プログラム）印刷
・ I/Oデバイスリスト印刷
・ デバイス使用状況印刷
・ デバイスクロスリファレンス印刷
・ システム定義印刷
・ データ印刷

（１）個別設定ダイアログの表示
個別設定ダイアログは次に示す2とおりの操作で表示できます。

①ページ設定コマンドを使用する
◆［ファイル(F)］メニューの［ページ設定(U)...］コマンドを選択します。
「ページ設定」ダイアログが表示されます。
◆［個別設定］タブを左クリックします。（通常、［個別設定］タブが選択された状態で表示されます。）
次に示すダイアログが表示されます。

②印刷コマンドを使用する
◆［ファイル(F)］メニューの［印刷(P)...］コマンドを選択します。
「印刷」ダイアログが表示されます。
◆［ページ設定(P)］ボタンを左クリックします。
「ページ設定」ダイアログが表示されます。
◆［個別設定］タブを左クリックします。（通常、［個別設定］タブが選択された状態で表示されます。）
次に示すダイアログが表示されます。
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印刷範囲登録リストメモリ識別子

＜ダイアログの説明＞
［全てのアドレス(A)］オプションボタン：

タグ編集エディタに登録したタグのみを印刷します。
［リストから選択(F)］オプションボタン：

印刷範囲登録リストに登録されたメモリアドレスの範囲でタグを印刷します。
［タグが無いアドレスの場合、スペースを残す(S)］チェックボックス：

このチェックボックスをONすることにより、タグが登録されていないメモリアドレスも印刷されます。
タグが登録されているもののみ印刷する場合、チェックボックスをOFFします。

・印刷範囲登録リストの使用
［メモリ識別子(M)］テキストボックス：

印刷するメモリの識別子（B、M、K、WB、WM、WK、W30など）を入力します。
［開始アドレス(T)］テキストボックス：

印刷するメモリの先頭となるアドレスを入力します。
［終了アドレス(E)］テキストボックス：

印刷するメモリの最後のアドレスを入力します。
［リストに追加(L)］ボタン：

［メモリ識別子(M)］、［開始アドレス(T)］、［終了アドレス(E)］テキストボックスに入力した内容を“印刷
範囲登録リスト”に登録する場合、このボタンを左クリックします。

［上書き(W)］ボタン：
“印刷範囲登録リスト”内で選択している項目に上書き（変更）する場合、このボタンを左クリックします。

［有効/無効(D)］ボタン：
“印刷範囲登録リスト”内で選択している項目を印刷するかしないかを指定します。（＊：アスタリスクが
付いている場合に印刷され、付いていない場合印刷されません。）

［リストから削除(O)］ボタン：
“印刷範囲登録リスト”に登録した項目のうち1つだけ選択して削除する場合、このボタンを左クリック
します。

［全てクリア(C)］ボタン：
“印刷範囲登録リスト”内に登録されている項目をすべて削除します。
※登録項目を個別に削除する場合は、削除する項目を選択し［Delete］キーを押してください。

（２）I/Oデバイスリストの印刷設定
この印刷項目は、タグ、メモリアドレスおよび説明文をテーブル形式のリストで印刷します。
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（３）ラダーの印刷設定
この印刷項目は、プログラムリストを印刷します。プログラム全体または部分的に印刷を行うための設定がで
きます。

＜ダイアログの説明＞

「プログラム選択ボックス」
［全プログラム(W)］チェックボックス：

すべてのプログラムを印刷する場合、このチェックボックスをONします。
［開始回路番号(S)］テキストボックス：

部分的にプログラムを印刷する場合の先頭となる回路番号（ページ番号.回路番号）を入力します。なお、
このテキストボックスは［全プログラム(W)］チェックボックスがOFFの場合、有効になります。

［終了回路番号(E)］テキストボックス：
部分的にプログラムを印刷する場合の最後となる回路番号（ページ番号.回路番号）を入力します。なお、
このテキストボックスは［全プログラム(W)］チェックボックスがOFFの場合、有効になります。

「アドレス/タグ選択ボックス」
［アドレスとタグ(B)］オプションボタン：

プログラムにアドレスとタグを付けて印刷する場合にONします。
［タグ(T)］オプションボタン：

プログラムにタグのみを付けて印刷する場合にONします。
［アドレス(A)］オプションボタン：

プログラムにアドレスのみを付けて印刷する場合にONします。

［ページ内回路印刷(P)］チェックボックス：
1つの回路が次のページにまたがらないように、そのページに印刷せずに次のページに印刷する場合にON
します。［クロスリファレンスを印刷(1)］をチェックしている場合、この設定は使用できません。

［ページ命令による改ページ(I)］チェックボックス：
ページ命令が印刷ページの先頭になるように、ページ命令毎に改ページをする場合、チェックボックスを
ONします。

［1行のタグ文字数(G)］、［タグの行数(N)］テキストボックス：
半角換算で1行のタグ文字数（6～24の範囲）と行数（1～4の範囲）を設定します。

［シーケンス命令を揃える(Q)］チェックボックス：
タグの表示幅を［タグのサイズ(G)］で指定した文字数で固定し、シーケンス命令の間隔を揃えて印刷す
る場合にONします。

エディットボックス
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ダイアログ内での印刷するメモリアドレス範囲の設定などについては、「（２）I/Oデバイスリストの印刷

設定」を参照してください。

（４）デバイス使用状況の印刷設定
プログラム内で使用されている各メモリ（ビット/ワード）の使用状況をテーブル形式のリストで印刷します。
印刷するメモリの範囲は、次に示すダイアログで自由に設定できます。

ダイアログ内での印刷するメモリアドレス範囲の設定などについては、「（２）I/Oデバイスリストの印刷

設定」を参照してください。

［クロスリファレンスを印刷(1)］チェックボックス：
ラダー回路にクロスリファレンスを追加して印刷する場合にONします。
さらに［入力側も印刷(2)］をONすると、入力側のクロスリファレンスを追加して印刷します。
クロスリファレンスのアドレス範囲は［全てのアドレス(3)］または［リストから選択(4)］のいずれかを
指定します。［リストから選択(4)］を指定した場合は、印刷するメモリ範囲を設定してください。
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印刷する場合、各
項目のチェック
ボックスをONし
ます。

（６）システム定義の印刷設定
登録されているシステム定義の情報を印刷します。

（５）デバイスクロスリファレンスの印刷設定
クロスリファレンスは、各メモリのアドレスがプログラム中のどの回路内で使用されているのかを示すもので、
クロスリファレンス印刷は、その情報をテーブル形式のリストで印刷します。
印刷するメモリの範囲は、次に示すダイアログで自由に設定できます。

ダイアログ内での印刷するメモリアドレス範囲の設定などについては、「（２）I/Oデバイスリストの印刷

設定」を参照してください。

あらかじめ「デバイス使用状況」で使用しているアドレスを確認して、必要最小値のメモリアドレス範囲

を指定すれば、デバイスクロスリファレンスの印刷や印刷プレビューが早く行えます。



第４章　印刷機能

４－７

第
４
章

（７）データの印刷設定
データ保存コマンドで保存した、データファイルの内容を印刷します。

ダイアログ内での印刷するメモリアドレス範囲の設定などについては、「（２）I/Oデバイスリストの印刷

設定」を参照してください。

印刷したいデータファイルは［参照(B)］ボタンをクリックすることで「データファイルの印刷」ダイアログ内
に表示されますので、それから指定します。
アドレス範囲は［全てのアドレス(A)］または［リストから選択(F)］のいずれかを選択します。
いずれの場合も、タイマ(T)、カウンタ(C)のアップビット領域の印刷は行えません。
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４－１－３　印刷プレビュー
印刷プレビューは、印刷結果を画面上で確認するための機能です。このプレビュー機能はすべての印刷項目に
対して使用でき、各印刷項目で設定（「４－１－１　共通設定」および「４－１－２　個別設定」で説明）した
内容が反映されます。
※印刷プレビューで使用されるプリンタドライバは、Windowsのプリンタ設定で“通常使うプリンタに設
定”に指定されているものが使用されます。

印刷されるページ数は、表示画面の左下に合計ページ数として表示されます。

▲
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出力先のプリンタの名前、出力用紙、印刷の向きなどを設定し［OK］ボタンを左クリックします。

４－１－４　プリンタ設定
“プリンタ設定”では、出力先プリンタおよび印刷方法（用紙サイズおよび用紙方向）などを設定します。

＜プリンタ設定ダイアログの表示＞
プリンタを設定するダイアログを表示するには、［ファイル(F)］メニューの［ページ設定(U)...］および
［印刷(P)...］コマンドを選択したときに表示されるダイアログ（「［ページ設定」および「印刷」ダイアロ
グ）の［プリンタ設定(R)］ボタンを左クリックします。
下図に示すような「プリンタの設定」ダイアログが表示されます。
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◆印刷する項目のチェックボックスをONします。
◆［OK］ボタンを左クリックすることで印刷が開始されます。
各項目の印刷例を以降に示します。

４－２　印刷
４－２－１　印刷の実行
各種の項目を設定（「４－１　印刷機能の概要」を参照）した後、印刷を実行します。

＜印刷の実行方法＞
◆［ファイル(F)］メニューの［印刷(P)...］コマンドを選択します。
「印刷」ダイアログが表示されます。
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４－２－２　印刷例
本ソフトウェアで印刷した場合の印刷例を紹介します。参考にしてください。

（１）ラダー印刷
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　ラダー印刷（クロスリファレンス付）
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（２）I/Oデバイスリスト印刷
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（３）デバイス使用状況印刷
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（４）デバイスクロスリファレンス印刷
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（５）システム定義印刷
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（６）データ印刷
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付録１－１　MS-DOS版およびLITEローダで作成したデータについて
MS-DOS版およびLITEローダで作成したデータ（プログラム・コメント）とWindows版ローダで作成した
データとの対応は下表のようになっています。
また、コメントのことをWindows版ではタグと呼んでいます。

SOD-SM びよお版 ETIL swodniW 版

称名 子張拡のルイァフ 称名 子張拡のルイァフ

ムラグロプ ＊ SGP. ーダラ ＊ XDL.

トンメコ ＊ MMC. どな グタ ＊ GAT.

これらのデータの互換性については、以降の項目で説明します。

付録１－１－１　プログラムファイルの互換性について
D20、D25（LITE）、PC98版パソコンローダ、DOS/V版パソコンローダで作成したラダーファイルをWindows
版ローダで扱う方法について説明します。
いずれのローダで作成したプログラムでも、基本的にPLC本体経由であれば相互にラダープログラムの受け渡
しは可能です。
それぞれのローダで作成・保存したフロッピーディスクのファイルデータの使用については、下図のようになっ
ています。

D25�
（LITE）�

PC98版�
パソコンローダ�

Windows版�
パソコンローダ�

DOS/V版�
パソコンローダ�

D20

①�

②� ③�

④�

⑤� ⑥� ⑦�

①LITEの「D25⇔D20ファイル変換」機能でファイル変換をして相互に使用できます。
②フロッピーディスクのフォーマット形式が1MB（1.2MBまたは1.25MBと表現することもある）であれ
ば相互に使用できます。LITEは1MBフォーマットのフロッピーは扱えますが、1.44MBフォーマットに
は対応していません。

③フロッピーディスクのフォーマット形式がお互いに扱えるものであれば、相互に使用できます。扱える
フロッピーディスクのフォーマット（1MB、1.44MB）については使用しているパソコンのメーカにお
問い合わせください。

④②の場合と同様になります。
⑤パソコンが1MBフォーマットのフロッピーを扱える機種であれば、LITEで作成したファイル（拡張子
＊.PRGまたは＊.PGS）をWindows版ローダでそのまま読み込むことができます。このプログラムを
保存すると、Windows用のファイル（拡張子＊.LDX）が新規に作成されます。この＊.LDXファイル
はLITEでは読むことができません。拡張子＊ .PGSを指定して保存すると、LITEで読み込めます。

⑥⑤の場合と同様になります。フロッピーのフォーマット形式が合っているかどうかの確認が必要です。
⑦⑤の場合と同様になります。フロッピーのフォーマット形式が合っているかどうかの確認が必要です。
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①LITEの「コメント定義フロッピー変換」機能でファイル変換をして相互に使用できます。
②フロッピーディスクのフォーマット形式が1MB（1.2MBまたは1.25MBと表現することもある）であれ
ば相互に使用できます。（ただし、コメントファイルを作成したローダのバージョンにより読み出せな
い場合があります。詳細はLITEまたはMS-DOS版パソコンローダマニュアルを参照してください。）
LITEは1MBフォーマットのフロッピーは扱えますが、1.44MBフォーマットには対応していません。

③フロッピーディスクのフォーマット形式がお互いに扱えるものであれば、相互に使用できます。扱える
フロッピーディスクのフォーマット（1MB、1.44MB）については使用しているパソコンのメーカにお
問い合わせください。また、コメントファイルを作成したローダのバージョンにより読み出せない場合
がありますので、ご注意ください。

④②の場合と同様になります。
⑤パソコンが1MBフォーマットのフロッピーを扱える機種であれば、LITEで作成した新コメントファイ
ル（拡張子＊.CMMなど）をWindows版ローダでそのまま読み込むことができます（次頁参照）。この
コメントを保存すると、Windows用のファイル（拡張子＊.TAG）が新規に作成されます。この＊.TAG
ファイルはLITEでは直接読むことができません。
LITEで扱える形式にするには、Windowsローダ側でメインメニューから［補助機能(A)］－［タグの
テキスト変換(O)］－［タグのテキストファイル出力(X)］でテキストに変換して、LITEローダ側でコ
メント定義のフロッピー変換（パソコン⇒D25）により、このテキストファイルをLITE用コメントファ
イル形式に変換できます。

⑥⑤の場合と同様になります。フロッピーのフォーマット形式が合っているかどうかの確認が必要です。
Windows版で保存したコメント（＊ .TAGファイル）をMS-DOS版ローダで扱える形式にするには、
Windowsローダ側で⑤と同様の手順でテキスト形式に変換して、MS-DOS版ローダ側でオプションの
「コメントファイル変換機能」により、このテキストファイルをMS-DOS版ローダ用コメントファイル
形式に変換できます。

⑦⑥の場合と同様になります。

D25�
（LITE）�

PC98版�
パソコンローダ�

Windows版�
パソコンローダ�

DOS/V版�
パソコンローダ�

D20

①�

②� ③�

④�

⑤� ⑥� ⑦�

付録１－１－２　コメントファイルの互換性について
D20、D25（LITE）、PC98版パソコンローダ、DOS/V版パソコンローダで作成したコメントファイルをWin-
dows版ローダで扱う方法について説明します。
それぞれのローダで作成・保存したフロッピーディスクファイルデータの使用については、下図のようになっ
ています。
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〈LITEおよびMS-DOS版ローダで作成したコメントを読み込むときは〉
LITEおよびMS-DOS版ローダ（以下DOS版ローダと略します）で作成したコメントは、以下の方法でWindows
版ローダに読み込めます。（ただし、読み込めるのは新拡張子のみです）

①エクスプローラを使って、DOS版ローダで作成したプログラムファイル（拡張子＊.PRGまたは＊.PGS）と
コメントファイル（拡張子＊ .CMM等）を同じフォルダにコピーする。
コメントファイルは複数のファイルから構成されますのでご注意ください。拡張子＊.CMM以外にも、メモ
リの種類に応じたファイル（例えば、B領域の場合は＊ .CB1）がありますので、拡張子が異なっても同じ
ファイル名のファイルは全てコピーしてください。

②エクスプローラを使って、①でコピーしたプログラムファイルとコメントファイルのファイル名を同じにし
ます。拡張子名は変更しないでください。

③Windows版ローダで通常の手順で②のプログラムを開きます。
コメントも同時に自動的に読み込まれます。
ここで、プログラムの保存をすれば、新たにWindows版ローダ用ファイル（プログラムファイル＊.LDXお
よびタグファイル＊ .TAG）が作成されます。

・参考
　　DOS版ローダのコメント拡張子には以下の種類があります。

ファイル分類� 旧拡張子� 新拡張子� ファイル分類� 旧拡張子� 新拡張子�

管理ファイル�
コメント（Ｂ）�
コメント（Ｍ）�
コメント（Ｋ）�
コメント（Ｔ）�
コメント（Ｃ）�
コメント（Ｄ）�
コメント（Ｆ）�
コメント（Ａ）�
コメント（Ｌ）�
コメント（Ｓ）�
コメント（WB）�
コメント（WM）�

・ＣＭＴ�
・ＣＢ0�
・ＣＭ0�
・ＣＫ0�
・ＣＴ0�
・ＣＣ0�
・ＣＤ0�
・ＣＦ0�
・ＣＡ0�
・ＣＬ0�
・ＣＳＢ�
・ＣＷＢ�
・ＣＷＭ�

・ＣＭＭ�
・ＣＢ1�
・ＣＭ1�
・ＣＫ1�
・ＣＴ1�
・ＣＣ1�
・ＣＤ1�
・ＣＦ1�
・ＣＡ1�
・ＣＬ1�
・ＣＳ1�
・ＣＢＷ�
・ＣＭＷ�

コメント（ＷＫ）�
コメント（ＷＦ）�
コメント（ＷＡ）�
コメント（ＷＬ）�
コメント（ＷＳ）�
コメント（ＴＳ）�
コメント（ＴＲ）�
コメント（ＣＳ）�
コメント（ＣＲ）�
コメント（ＢＤ）�
コメント（ＳＩ）�
コメント（ＤＩ）�
コメント（ＰＧ）�

・ＣＷＫ�
・ＣＷＦ�
・ＣＷＡ�
・ＣＷＬ�
・ＣＷＳ�
・ＣＴＳ�
・ＣＴＲ�
・ＣＣＳ�
・ＣＣＲ�
・ＣＢＤ�
・ＣＳＩ�
・ＣＤＩ�
・ＣＰＧ�

・ＣＫＷ�
・ＣＦＷ�
・ＣＡＷ�
・ＣＬＷ�
・ＣＳＷ�
・ＣＳＴ�
・ＣＲＴ�
・ＣＳＣ�
・ＣＲＣ�
・ＣＤＢ�
・ＣＩＳ�
・ＣＩＤ�
・ＣＧＰ�

また、プログラムを保存する時に拡張子＊.PGSを指定すると、DOS版ローダ用コメントファイル（拡張
子＊ .CMM等）が自動的に作成されます。
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付録１－２　Windows版ローダの機能について
MS-DOS版ローダと比較して下記機能は現状（V1.00.XXX）ではサポートしていません。

・ F55、70、70S、120S、140S、150S以外のPLC
・ ブロック図命令の表示・編集
・ 2重化プロセッサ制御
・ サンプリングトレース、ステータスラッチ
・ プログラムのRUN中1 Step書込
・ ページリナンバ
・ 重複ページチェック
・ 使用ページチェック
・ ローダネットワーク
・ 診断情報の退避・復元
・ MCSマーク表示
・ ゼロサプレス
・ データ保存/転送/印刷

V1.10.XXXでは以下の機能がサポートされました。

・ F30、F50、F50H、F60、F80H、F120H　対応
・ 2重化プロセッサ制御
・ サンプリングトレース、ステータスラッチ
・ ローダネットワーク（P、PEリンクのみ）
・ 診断情報の退避（ただし現世代のみ）（テキストファイルへの保存）
・ データ保存/転送/印刷
・ クロスリファレンス付きラダー印刷

これより後のバージョンの追加機能については、ローダソフトのヘルプを参照してください。
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付録２　環境設定
付録２－１　環境設定(E) ......................................................付録２－１

（１）表示(I)タブ ........................................................................................ 付録２－１

（２）エディタ(E)タブ .............................................................................. 付録２－２

（３）フォルダ設定(D) .............................................................................. 付録２－４

（４）色指定タブ(C) .................................................................................. 付録２－５

（５）共通パレット(P)タブ ...................................................................... 付録２－５
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付録２－１　環境設定(E)
環境設定では、プログラムの編集表示の設定、プログラムファイルフォルダの設定、プログラムの表示色の設
定、ラダ－編集ツールバーの［共通(C)］で使用できる命令の設定のタブに分かれています。以降にその設定方
法について説明します。

◆［オプション(O)］メニューの［環境設定(E)...］コマンドを選択します。
「環境設定」ダイアログが表示されます。

（１）表示(I)タブ
◆［表示］タブを左クリックします。
プログラム表示方法に関連する設定項目が表示されます。

①「アドレス/タグ」の設定
アドレスおよびタグの表示/非表示を設定します。

・［アドレスとタグ(G)］
命令シンボルの上方向に“アドレス”と“タグ”の両方が表示されます。

・［タグ(T)］
命令シンボルの上方向に“タグ”のみ表示されます。（ただし、命令アドレスに対してタグが設定されて
いなければ、命令アドレスが表示されます。）

・［アドレス(Y)］
命令シンボルの上方向に“アドレス”のみ表示されます。
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②「応用命令内表示」の設定

［データ(V)］
応用命令の枠内に“データ”が表示され、枠の上方向に“アドレス”と“タグ”が表示されます。

［アドレス/タグ(A)］
応用命令の枠内に“アドレス”が表示され、枠の上方向に“タグ”と“データ”が表示されます。

③「データ表示オプション」の設定
データ表示で2語表示をしたとき、1語目を上位アドレス、2語目を下位アドレスとして表示するか、1語目を
下位アドレス、2語目を上位アドレスとして表示するかを選択します。

［下位アドレス、上位アドレス(L)］オプションボタンをチェックした場合
WM0100 データ1 12345678 BCD（2語）
WM0101 データ2 5678 BCD

［上位アドレス、下位アドレス(H)］オプションボタンをチェックした場合
WM0100 データ1 56781234 BCD（2語）
WM0101 データ2 5678 BCD

④「タグ表示オプション」の設定
［1行のタグ文字数(M)］×［タグの行数(U)］分のタグ表示をします。この設定を超える文字は表示されません。

1行のタグ文字数：6～24文字（半角換算）
タグの行数：1～4行

［シーケンス命令を揃える(Q)］をチェックすると、タグの表示幅を上記指定文字数で固定し、シーケンス命令
の間隔を揃えて表示します。

⑤［リセット(R)］ボタン
表示タブの設定内容を出荷時（インストール直後）状態に戻します。

（２）エディタ(E)タブ
◆［エディタ］タブを左クリックします。
プログラム編集に関連する設定項目が表示されます。
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①「回路挿入の動作」の設定
［カーソルの後に挿入(F)］
ラダ－編集ツールバーの  ［回路挿入］ボタンを左クリック、もしくは［編集(E)］－［回路挿入(I)］を実
行した時、選択された回路の後に新しい回路ブロックが挿入されます。

［カーソルの前に挿入(B)］
ラダ－編集ツールバーの  ［回路挿入］ボタンを左クリック、もしくは［編集(E)］－［回路挿入(I)］を実
行した時、選択された回路の前に新しい回路ブロックが挿入されます。

②「自動タグ入力(N)」の設定
［自動タグ入力］チェックボックスがONの場合、プログラム編集時には次の図に示す「タグ編集」ダイアログ
が表示されます。

注１）タグ名内はカンマ「,」は使用できません。
注２）説明の制約は、カンマ「,」が使用できません。説明内にあるカンマは、データベースに追加されるときに

自動的に削除されます。説明はラダープログラム上では表示されません。

③「回路毎区切表示(W)」の設定
［回路毎区切表示］チェックボックスがONの場合、プログラム編集時には次の図に示すように両母線を区切る
ことで回路の区切りを表示します。

アドレス入力後、［OK］ボタンを
左クリックすると、表示されます。

注１）
半角文字：24文字以内
全角文字：12文字以内
で指定できます。

注２）
半角文字：50文字以内
全角文字：25文字以内
で指定できます。
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④「プログラムサイズをチェックしない(I)」の設定
［プログラムサイズをチェックしない］チェックボックスがONの場合、PLCにプログラムを転送するときに接
続されたPLCのプログラム容量以下のプログラムサイズかのチェックを行いません。この場合はプログラム作
成者がプログラムのサイズにご注意ください。

⑤「同名タグを許可する(O)」の設定
［同名タグを許可する］のチェックボックスがONの場合、異なるアドレスに対して同一のタグ名の入力を許可
します。

⑥「プログラムの最後に行挿入(T)」の設定
カーソルをプログラムの最後に移動したときは、自動的に空の回路を挿入します。

（３）フォルダ設定(D)
◆［フォルダ設定］タブを左クリックします。
作成したユーザプログラムの格納、ライブラリの登録、ファンクションモジュールライブラリの登録、パ
スワードの付加等に関連する設定項目が表示されます。

①プログラムファイル(L)
オープンするとき、ここで設定されたフォルダを開きます。
環境設定がされていない場合には、このソフトウェアをインストールしたフォルダを開きます。

②ライブラリ(B)
［編集(E)］－［ライブラリ登録(L)］または［編集(E)］－［ライブラリ読出(F)］を実行した時にここで設定され
たフォルダを開きます。
環境設定されていない場合には、このソフトウェアをインストールしたフォルダを開きます。

③ファンクションモジュール(F)
［PLC機能(P)］－［ファンクションモジュール(F)］を実行した時にここで設定されたフォルダを開きます。
環境設定されていない場合には、このソフトウェアをインストールしたフォルダを開きます。

④プログラム保存時にパスワードを付けない(W)
本チェック項目が未チェックの場合、パスワード付のプログラムをファイルに保存する時、パスワードを付加
します。
初期状態では未チェックになっています。

フォルダの参照ボタンです。
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（４）色指定タブ(C)
◆［色(C)］タブを左クリックします。
ラダ－プログラムを表示する色を設定します。

左側の要素一覧表の変更したい表示要素をクリックして選択します。
色をクリックで選択するとFGマークが移動してその色が設定されます。

（５）共通パレット(P)タブ
◆［共通パレット(P)］タブを左クリックします。
ラダ－編集ツールバーの［命令グループ］タブの［共通(C)］タブで使える命令ボタンを設定します。

［共通(C)］タブ

動作選択の「通常」、「Shiftキー押下時」、「Ctrlキー押下時」の3つの選択ごとに命令ボタンを最大11個
（F2～F11）まで設定します。
右側にある命令一覧表の中から命令を1つクリックして選択し  ボタンをクリックすることで左側の
割付表に移し、割付けます。

命令の割付表は上から下にF2～F11まで割り付けられます。
命令割付表で命令をクリックして選択し［上へ(U)］、［下へ(W)］をクリックすることで位置を変更するこ
とができます。
命令割付表で命令をクリックして選択し、Deleteキーを押すことで削除されます。
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ここでは、パソコンをモデムに接続して、公衆電話回線経由でPLCとオンライン接続する方法について説明し
ます。
�

＜システム構成＞

パソコン�

RS-232C

モデム�

RS-232C

モデム�

FLT-ASFK または� FFK120A

PLC

公衆電話回線�

RUN

 CAUTION �
SHORT AC100V�
OPEN AC200V

INPUT�
AC85̃132V�       OR�
AC170̃264V��

LG

FG

D1
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D1
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D1
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16
D1

0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D0
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D0
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D0
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16 D0
0      8�
1      9�
2      A�
3      B�
4      C�
5      D�
6      E�
7      F

16

MICREX-F�PROGRAMMABLE�
CONTROLLER

POWER

F70S

RUN�
ALM1�
ALM2�
BAT

（注）FFK120Aはケースバージョン 1  以降のものが使用可能。ケースバージョンはFFK120A本体正面の右
下に貼ってあります。

＜使用するモデムについて＞
モデムは市販のものを使用します。モデムはメーカや機種によりATコマンド（モデムの動作を設定するため
のコマンド。詳細はモデム添付の説明書を参照してください。）が少しずつ異なりますので、ご注意ください。
�
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付録３－１　PLC側モデムの準備
ここでは、PLC側でのモデムの初期設定などについて説明します。

付録３－１－１　既存モデムの場合
（１）MS-DOS版リモート操作（またはLITEローダによるリモート操作）にて使用していたモデムを使用する

場合、モデムの初期設定などは不要です。これらのモデムを使用する場合、FLT-ASFK（またはFFK120A）
は下記設定にしてください。FLT-ASFK（またはFFK120A）が自動的にモデムの初期設定をします。

･FLT-ASFKの場合
“REMOTE”モードにする（SW1：ON、SW2：OFF）

･FFK120Aの場合
“リモート操作モード”にする（MODE SWを“8”に設定）

（２）サポートしているモデムは下表のとおりです。

カーメ 式形

AWIA 5PNM42A-VP 、 5MV42A-VP 、 5B42A-VP 、 5V42A-VP 、 5V42FA-VP 、 2M441FB-VP 、
0882FE-VP 、 0633FP-VP

NORMO 4SF42DM 、 5SF42DM 、 V5BF42DM 、 V01BF42DM 、 V01TX42DM 、 V01TX69DM 、
V01TX441DM 、 B4141EM Ⅲ

�
（３）FLT-ASFK、FFK120Aが使用しているATコマンドは以下のとおりです。

･FLT-ASFKの場合
�ATE0V0Q0(CR)
�AT¥J0S0=3(CR)
�ATQ1(CR)

･FFK120Aの場合
AT&FE0V0Q0(CR)
AT¥N3¥J0&D2S0=3(CR)
ATQ1(CR)

�
・ 各コマンドの意味（機種により、多少異なる意味を持つ場合もあります。）

�

ドンマコ 能機 値定設

F&TA 。るす定設に値期初を容内のリモメ

0ETA 。択選の能機ーコエドンマコ 。いなさ返をーコエ

0VTA 。定設の態形示表のドーコトルザリ 。るす示表で字数をドーコトルザリ

0QTA をドーコトルザリ ETD 。定設るす力出に ETD 。るす力出に

1QTA ETD 。いなし力出に

TA ￥ 3N PNM 。定設のドーモ PNM 。るす定設てし先優をドーモ択選動自

TA ￥ 0J ETD 。節調動自の度速ターデ 、もてっわ変が度速信通の間ムデモ ETD を度速ターデのへ
。るす定固に度速の前始開信通

2D&TA
C232-SR の RTD 。出検の号信 RTD の中ドーモターデ、とるわ変にフオらかンオが号信

、し断切を線回はムデモ TA 。るなにドーモドンマコ RTD が
。るなに効無は定設の能機信着動自、はきとのフオ

3=0STA すを定設の数回し出び呼信着、信着動自
。る

。るす信着動自とるす出検を号信し出び呼の目回３
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（４）電源の投入順序について
FLT-ASFK（またはFFK120A）は電源を投入すると、すぐにモデムに対して初期化を開始します。したがって、
電源はモデムを先にいれてください。FLT-ASFKはローダケーブ�ルをPLC側に差し込むと電源が供給されます。

付録３－１－２　その他のモデムの場合
前項で述べた形式以外のモデムでも、前項のATコマンドをサポートしていれば、基本的にはモデムの初期設
定なしで使えます。
もしも使えなかった場合、またはその他のモデムの場合、モデムの初期設定が必要です。

（１）モデムの選定条件
モデムは下記条件を満たすものを選んでください。
･ ATコマンドをサポートしている。
･ 自動着信機能を有している。
･ 外部機器とのインタフェースがRS-232Cである。
･ データ圧縮機能（MNPクラス4以上）を有している。
･ エラー制御機能（MNPクラス4）を有している。
･ 端末速度固定機能を有している。
･ 設定内容を保持する機能（不揮発メモリ）を有している。

（２）モデムの初期化
モデムの初期化はパソコンを使って行います。
ここでは、Windows95に標準付属の「ハイパーターミナル」を使用して、AIWA製モデムPV-BW5605を初
期化する場合について説明します。

◆Windows95のデスクトップから［スタート］－［プログラム］－［アクセサリ］－［ハイパーターミナ
ル］を選択します。

◆［Hyperterminal］ウィンドウが開きますので［Hypertrm.exe］を左ダブルクリックします。

◆「接続の設定」ダイアログが現れます。名前(N)に任意の名前（例えば［TEST］）を入力して、［OK］ボタ
ンを左クリックします。
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◆「電話番号」ダイアログが現れます。接続方法(N)の下矢印ボタンを左クリックして、現れたリストから使
用するパソコンのRS-232Cポート番号（例えばここでは［Com1へ�ダイレクト］）を選択して、［OK］
ボタンを左クリックします。

◆「ポートの設定」ダイアログが現われます。ビット/秒：9600、データビット(D)：8、パリティ(P)：なし、
ストップビット(S)：1、フロー制御(F)：なしに設定して、［OK］ボタンを左クリックします。
この設定は、FLT-ASFKと合わせてください。

◆テキスト入力画面が現れます。半角大文字で順番に、以下のように入力します。
AT&F（リターン）･･･モデムのリセット
AT&FE0S0=3&K0¥Q0Q1&W0（リターン）

AT&FE0S0=3&K0¥Q0Q1&W0_

�
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＜使用しているATコマンドの意味＞

ドンマコ 能機 値定設

F&TA 。るす定設に値期初を容内のリモメ

0ETA 。択選の能機ーコエドンマコ 。いなさ返をーコエ

3=0STA 。るすを定設の数回出呼信着、信着動自 3 。るす信着動自とるす出検を号信し出び呼の目回

0K&TA ETD 。定設御制ーロフの 。いなし御制ーロフ

TA ￥ 0Q ETD と ECD 。定設の御制ーロフの間 。いなし御制ーロフ

1QTA をドーコトルザリ ETD 。定設るす力出に ETD 。いなし力出に

0W&TA たし定設 TA 。存保のドンマコ リモメ性発揮不 0 。るす存保に

◆メインメニューから［ファイル(F）］－［ハイパーターミナルの終了(X)］を選択します。

�

◆切断確認のダイアログが表示されます。［はい(Y)］ボタンを左クリックします。

�

◆保存確認のダイアログが表示されます。［はい(Y)］ボタンを左クリックして、ハイパーターミナルを終了
させます。

�

�

� モデムの初期設定は、設定を変更したり、設定が消えてしまったとき、あるいはモデム購入直後に行いま
す。通常は1回行えば、以後設定する必要はありません。

�

（３）FLT-ASFK、FFK120Aの設定
FLT-ASFK（またはFFK120A）は“パソコンローダ”モードにしてください。“リモート操作”モードでは動
作しません。

･FLT-ASFKの場合
“LOADER”モードにする（SW1：OFF、SW2：OFF）

･FFK120Aの場合
“パソコンローダ”モードにする（MODE SWを“B”に設定）
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付録３－１－３　PLC側のモデム接続準備
モデムの初期設定が済んだら、モデムの接続準備をします。
◆ PLCの電源を入れておきます。FLT-ASFK（またはFFK120A）の電源は切っておきます。
FFK120Aの場合、TリンクケーブルはあらかじめPLCに接続しておきます。

◆ FLT-ASFK（またはFFK120A）のディップSWを操作してボーレート、データビット、パリティビット
の設定をします。
FFK120Aの場合、ストップビットは1ビットにしてください。
データビットとパリティビットは以下の組み合わせで使用してください。

�

トッビターデ トッビィテリパ

8 しな

7 数奇はたま数偶

＜推奨設定＞
ボーレート：9600または19200
データビット：8
パリティビット：なし

�
◆モデムに付属のRS-232Cケーブル（無ければ市販のストレートケーブル）でモデムとFLT-ASFK（また
はFFK120A）を接続します。

◆モデムの電源を入れます。
◆ FLT-ASFK（またはFFK120A）の電源を入れます。
FLT-ASFKの場合、ローダコネクタをPLCのローダコネクタに接続します。これで準備は完了です。次
にパソコンローダ側の操作をします。

�
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付録３－２　パソコンローダ側の操作
ここでは、パソコンローダ側の操作について説明します。

付録３－２－１　モデム接続
◆メインメニューから［オプション(O)］－［モデム接続(M)］を選択します。
「モデム設定とダイヤル」ダイアログが表示されます。次の項目を設定します。

・電話番号（N)
接続する相手先の電話番号を入力します。電話番号は半角文字で入力してください。
電話番号の後にスペースを1文字分空けて、説明文を入れることもできます。説明文は半角でも全角でもかま
いません。スペースより後の文章はモデムには送信されません。
電話番号を入力後、［登録］ボタンを左クリックして電話番号を登録できます。
電話番号は最大10 件まで登録できます。登録した番号は、下矢印ボタンを左クリックして呼出できます。
登録した内容を削除する場合は、電話番号をリストから選択後［Del］ボタンを左クリックしてください。

・モデム初期化コマンド（M)
パソコン側のモデムを初期化するためのコマンドです。接続の時、ここで設定されたコマンドがモデムに対
して送信されます。デフォルトは［AT&FS0=0S7=60］です。
任意のコマンドを設定して送信することもできます。ただし、コマンドに電話番号は含めないでください。
コマンドを入力後、［登録］ボタンを左クリックしてコマンドを登録できます。
コマンドは最大5件まで登録できます。登録した番号は、下矢印ボタンを左クリックして呼出できます。
登録した内容を削除する場合は、コマンドをリストから選択後［Del］ボタンを左クリックしてください。

＜使用しているATコマンドの意味＞
上記デフォルトのATコマンドの意味は以下のとおりです。ATコマンドはモデムの種類によって異なる
ことがあります。その場合には、同じ機能のコマンドを選択してください。
詳細は、使用するモデムのマニュアルで確認してください。

ドンマコ 能機 値定設

F&TA 。るす定設に値期初を容内のリモメ

0=0STA 。るすを定設の数回し出び呼信着、信着動自 。しな信着動自

06=7STA のでまるす出検をアリャキのらかムデモ手相
。るす定設を間時ち待

06 。秒

� 付録３－１－２項で紹介したAIWA製モデムPV-BW5605の場合、ATコマンド“S7”の最大設定値
は55となっています。このモデムを使う場合、モデム初期化コマンドの欄には以下のように入力して
ください。

AT&FS0=0S7=55

�

・トーンダイヤル(T)/パルスダイヤル(P)
使用する回線の種類に合せて選択します。
トーンダイヤル：プッシュ回線
パルスダイヤル：ダイヤル回線



付録３　モデム接続

付録３－８

次に、RS-232Cの設定をします。［ポート設定(C)］ボタンを左クリックします。

◆「通信ポート設定」ダイアログが表示されます。
「モデムとの通信ポート(M)」で使用するRS-232Cのポートを選択します。
次に、［モデムとの通信ポート設定(O)］ボタンを左クリックします。

◆「ポートの設定」ダイアログが表示されます。「ビット/秒(B)」、「データビット(D)」、「パリティ(P)」を
PLC側のRS-232C（FLT-ASFKまたはFFK120A）と合わせます。
「ストップビット(S)」は「1」、「フロー制御(F)」は「なし」に設定します。
すべての設定が完了したら［OK］ボタンを左クリックします。

◆「通信ポート設定」ダイアログに戻ります。［OK］ボタンを左クリックします。
◆「モデム設定とダイヤル」ダイアログに戻ります。［ダイヤル(D)］ボタンを左クリックします。
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付録３－９

付
録
３

◆「オンライン表示用タグファイル選択」ダイアログが表示されます。タグファイル選択または「タグファ
イルを必要としない」のままにして［開く(O)］ボタンを左クリックします。

◆モデムに接続を開始すると、「ダイヤル中」のメッセージが現われます。

◆モデム接続が完了すると、PLCのプログラム読み込みを開始します。

◆プログラム読み込みを完了すると、オンラインウィンドウが表示されます。
以降の操作は通常のオンライン操作とまったく同じです。

付録３－２－２　モデム切断
モデムを切断するには、メインメニューから［オプション(O)］－［モデム切断(H)］を選択します。
�
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付録４　パスワード

付録４－１

付
録
４

パスワードは、作成したプログラムを第三者に見せなくする機能です。パスワードは4桁の数値で0000～3FFF
の範囲で設定します。パスワードの付いたプログラムを読み出し・転送・照合しようとすると、パスワード入
力を促すダイアログが表示されます。

　

パスワードは、プログラムの一部として保存され、以下のものに付加することができます。

・ オンラインプログラム（PLC本体）
・ オフラインプログラム（＊ .Ldxファイル）
・ PROM

パスワードを忘れてしまった場合、プログラムが読み出せなくなるのでご注意ください。パスワードを
かけているPLC本体は、メモリクリアすることでパスワードが消せますが、この場合プログラムも同
時に消去されます。PLC本体のプログラムごとパスワードを消去する時には、メニューバーから［ファ
イル(F)］－［メモリクリア付きオンライン接続(E)］を行ってください。

キーSWにより運転切り換えのできるPLC（例えばF70SやF120S）の場合、キーSWは「TERM」
の位置にしてください。「RUN」または「STOP」の位置のときには、パスワードの設定・変更はでき
ません。

ここでは、オンラインの場合を例にとってパスワードの設定・変更・解除などについて説明します。

正しいパスワードが入力されないとエラー表示され、プログラムの読み出しなどは行えません。



付録４　パスワード

付録４－２

◆以上でパスワードの設定（プログラムに書き込み）は完了です。

◆ PLCが運転中の場合は、PLCを停止させる確認ダイアログが表示されます。（PLC運転中はパスワードの
設定・変更はできません。）［はい(Y)］ボタンを左クリックします。

付録４－１　パスワードを新規に設定する
ここでは、パスワードがないプログラムにパスワードを設定する場合について説明します。あらかじめパスワー
ドを設定したいプログラムウィンドウを開いておきます。

◆メニューバーから［PLC機能(P)］－［パスワード(O)］を選択します。
◆「パスワードの設定」ダイアログが現われます。テキストボックスに任意の4桁の数値（0000～3FFF
の間）を入力します。なお、画面上は入力した数値が＊表示されるので注意してください。
次に［OK］ボタンを左クリックします。
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付録４－３
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付録４－２　パスワードの付いたプログラムを開く
ここでは、パスワード付きプログラムを開く（読み出す）手順を説明します。

◆オンラインまたはオフラインウィンドウを開く操作をします。パスワード入力を促すダイアログが表示さ
れるので、テキストボックスにパスワードを入力して［OK］ボタンを左クリックします。正しいパスワー
ドが入力されていれば、プログラムウィンドウが開きます。
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付録４－４

パスワード解除の場合、ダイアログは表示されません。パスワード解除はPLCが運転中でも行えます。

◆以上でパスワードの変更・解除は完了です。

パスワードを解除すると、次回からはプログラムを開く時にパスワード入力する必要がなくなります。

◆ PLCが運転中の場合は、PLCを停止させる確認ダイアログが表示されます。（PLC運転中はパスワードの
設定・変更はできません。）［はい(Y)］ボタンを左クリックします。

付録４－３　パスワードを変更・解除する
ここでは、既に設定済みのパスワードを変更・解除する手順を説明します。既にパスワードが設定されている
プログラムを開いているものとして説明します。

◆メニューバーから［PLC機能(P)］－［パスワード(O)］を選択します。
◆「パスワードの変更/解除」ダイアログが表示されます。［パスワードの解除(D)］または［パスワード
の変更(C)］を選びます。
パスワードの変更の場合は、テキストボックスに新しいパスワードを入力します。
次に［OK］ボタンを左クリックします。
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